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二松學舍松苓会
会長

葊田　克己

90
期
生
の
皆
さ
ん
へ

卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

「
二
松
學
舍
松
苓
会
」（
以
下
、松
苓
会
）

は
皆
さ
ん
を
歓
迎
い
た
し
ま
す
。

皆
さ
ん
に
と
っ
て
の
こ
の
2
年
は
、
本

当
に
大
変
な
大
学
生
活
で
し
た
ね
。
か
つ

て
誰
も
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
大
学
生
活

を
余
儀
な
く
さ
れ
た
無
念
さ
は
、
私
な
ど

に
は
想
像
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
最

も
大
学
生
活
を
堪
能 

で
き
る
後
半
の
時

期
に
勉
学
や
サ
ー
ク
ル
活
動
、
交
友
関
係

な
ど
に
大
き
な
支
障
が
あ
っ
た
こ
と
で
し

ょ
う
。
就
職
活
動
も
大
変
で
あ
っ
た
と
聞

き
ま
す
。
そ
れ
ら
の
困
難
や
問
題
を
乗
り

越
え
て
、
卒
業
ま
で
に
至
っ
た
努
力
に
敬

意
を
表
し
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

は
、
Ｉ
Ｔ
革
命
と
重
な
っ
て
、
世
界
中
を

新
し
い
時
代
に
突
入
さ
せ
ま
し
た
。
100
年

に
一
度
と
も
言
わ
れ
、
従
来
の
考
え
方
や

方
法
が
一
変
す
る
ほ
ど
の
出
来
事
で
し

た
。
ま
だ
渦
中
に
あ
っ
て
、
今
後
の
見
通

し
は
不
明
確
で
す
が
、
や
が
て
予
防
と
治

療
と
い
う
形
で
私
た
ち
の
生
活
の
中
に
定

着
し
て
い
く
も
の
と
思
い
ま
す
。

同
窓
会
の
長
い
歴
史
の
中
に
は
、
同
じ

よ
う
な
経
験
を
し
、
元
気
に
活
躍
し
て
い

る
先
輩
た
ち
が
い
ま
し
た
。
先
の
大
戦
時

に
学
徒
動
員
で
繰
り
上
げ
卒
業
を
し
た

方
々
や
、
戦
時
下
で
ま
と
も
な
学
校
生
活

が
送
れ
な
か
っ
た
方
々
で
す
。そ
の
学
業
、

学
生
生
活
を
中
断
さ
れ
た
先
輩
達
が
、
戦

後
、
大
学
や
同
窓
会
、
い
や
日
本
を
支
え

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

今
日
の
こ
の
貴
重
な
経
験
を
明
日
か
ら

の
原
動
力
に
し
て
く
だ
さ
い
。
現
時
点
で

の
評
価
は
無
用
で
す
。
評
価
は
長
い
人
生

の
も
っ
と
先
の
こ
と
で
す
。
こ
れ
か
ら
あ

な
た
が
ど
う
生
き
る
の
か
が
問
題
な
の
で

す
。
そ
の
意
味
で
、今
が
ス
タ
ー
ト
で
す
。

今
日
か
ら
皆
さ
ん
は
都
道
府
県
の
支
部

会
員
で
あ
る
と
同
時
に
、「
第
90
期
同
期

会
」
の
会
員
で
も
あ
り
ま
す
。
充
分
に
堪

能
し
き
れ
な
か
っ
た
大
学
生
活
で
の
先

生
、
同
期
生
、
先
輩
・
後
輩
と
の
交
流
を
、

卒
業
後
も
続
け
て
く
だ
さ
い
。
そ
れ
が
同

期
会
で
あ
り
、
松
苓
会
で
の
活
動
で
す
。

最
後
に
、
今
後
、
松
苓
会
と
の
連
絡
や

同
期
会
、
行
事
な
ど
の
連
絡
、
案
内
、
ま

た
会
報
の
送
付
は
、
大
学
入
学
時
に
一
人

ひ
と
り
に
配
布
さ
れ
た
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

を
利
用
し
ま
す
。
大
切
に
保
存
し
て
お
い

て
く
だ
さ
い
。

ど
う
ぞ
身
体
に
気
を
つ
け
て
、
し
な
や

か
に
、
逞
し
く
生
き
て
く
だ
さ
い
。
ま
た

お
会
い
し
ま
し
ょ
う
。

二松学舎大学
学長

江藤　茂博

ご
卒
業
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

４
年
間
の
学
部
課
程
を
終
え
ら
れ
て
、

こ
れ
か
ら
君
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
の
道
を
歩

ま
れ
ま
す
。
大
学
生
活
で
学
ん
だ
こ
と
を

生
か
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生
き
方
に
期
待

と
不
安
の
な
か
で
立
ち
向
か
わ
れ
る
こ
と

で
し
ょ
う
。

学
生
生
活
は
、
こ
れ
か
ら
の
人
生
の
序

章
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
本
編
で
あ
る
こ

れ
か
ら
の
長
い
道
の
り
に
は
、
幾
つ
も
の

試
練
と
そ
れ
に
も
勝
る
喜
び
が
待
ち
受
け

て
い
ま
す
。
序
章
だ
け
で
は
、
何
も
わ
か

ら
な
い
の
が
人
生
で
す
。
そ
れ
で
も
、
君

た
ち
の
人
生
の
序
章
の
一
部
に
二
松
学
舎

が
登
場
す
る
こ
と
は
、
確
か
で
す
。
そ
し

て
そ
の
二
松
学
舎
で
の
日
々
を
い
つ
か
懐

か
し
く
楽
し
め
る
人
生
を
歩
ん
で
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。
二
松
学
舎
が
登
場
す
る
序

章
と
は
、
あ
る
時
は
四
書
五
経
の
言
葉
か

も
し
れ
ま
せ
ん
し
、
と
い
う
の
は
少
し
言

い
過
ぎ
で
す
が
、
学
部
で
の
学
び
や
友
人

と
の
出
会
い
な
ど
で
し
ょ
う
。
そ
う
し
た

二
松
学
舎
で
の
知
識
や
出
来
事
が
、
君
た

卒
業
生
の
皆
さ
ん
へ

ち
そ
れ
ぞ
れ
の
人
生
の
本
編
を
よ
り
豊
か

に
す
る
も
の
で
あ
っ
て
ほ
し
い
も
の
で

す
。も

ち
ろ
ん
、
卒
業
す
る
こ
と
は
学
ぶ
こ

と
の
終
わ
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
か

ら
も
君
た
ち
は
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学
び

続
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
ま

た
と
て
も
刺
激
的
な
こ
と
で
も
あ
る
は
ず

で
す
。
大
学
ま
で
の
学
修
で
、
君
た
ち
は

学
び
方
を
身
に
つ
け
ら
れ
た
と
思
い
ま

す
。
た
と
え
ば
情
報
が
必
要
な
場
合
に
ど

う
す
れ
ば
よ
い
の
か
、
ま
た
そ
の
情
報
は

ど
の
よ
う
な
領
域
の
も
の
な
の
か
、
こ
う

し
た
知
の
技
法
は
ど
の
よ
う
な
学
び
の
中

に
で
も
基
本
的
な
も
の
と
し
て
配
置
さ
れ

て
い
ま
す
。
二
松
学
舎
で
手
に
入
れ
た
学

び
続
け
る
力
こ
そ
が
、
こ
の
後
の
、
君
た

ち
の
人
生
の
本
編
を
輝
か
し
い
も
の
に
す

る
こ
と
で
し
ょ
う
。
論
語
の
一
節
「
学
び

て
時
に
こ
れ
を
習
う
」
で
す
。

そ
し
て
、
二
松
学
舎
大
学
の
同
窓
会
組

織
で
あ
る
松
苓
会
は
、
人
生
の
本
編
を
歩

む
君
た
ち
が
、
時
々
風
に
吹
か
れ
て
ペ
ー

ジ
が
序
章
に
戻
っ
て
し
ま
っ
た
時
の
よ
う

な
、
懐
か
し
さ
を
運
ぶ
こ
と
で
し
ょ
う
。

君
た
ち
に
は
、
こ
こ
で
一
緒
に
学
ん
だ
仲

間
た
ち
が
い
る
の
で
す
か
ら
。
そ
の
一
節

に
続
く
「
朋
有
り
遠
方
よ
り
来
た
る
」
を

人
生
の
本
編
で
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
、
同

窓
会
組
織
松
苓
会
を
通
し
て
の
お
祝
い
の

言
葉
に
こ
の
孔
子
の
言
葉
を
添
え
る
こ
と

と
し
ま
す
。
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第17回　二松学舎大学ホームカミングデー

二松のアイドル的存在
文学部 /中国文学科　在学生

まーぶる
文化祭の際に丁度運良く会えたため写真
を撮らせて頂きました。皆さんも、この写
真で癒されてください〜

頑張れる日
文学部 /中国文学科　在学生

紫の上
１号館から３号館の移動の際に、長い長
い信号を待つか、それとも登り降りはある
が歩道橋を使うか毎回悩みます。けど、元
気な日は、歩道橋から見える景色が好き
だったので、歩道橋を使っていました。四
季によって景色が変わるのが好きです。

いりぐち
大学院文学研究科中国学専攻博士後期課程　

在学生
楽在其中

2019年2月17日、入口の前で呼吸を整える
ため撮った一枚の写真。可能性に溢れる
新たな人生を40歳からドキドキスタート。

二松への道
大学院文学研究科中国学専攻博士後期課程　在学生

悦ノ思い
この写真は数年前のある4月、入学式の日に撮ったもので
す。新緑の樹木の中に爛漫に咲いているピンクの桜、鏡のよ
うな水面に映るその美しい倒影、来日したばかりの留学生
の私にとって、初めて見た、そして一生忘れられない光景でし
た。これに、新入学の喜びと未来への期待が加え、二松学舎
大学での新しい始まりという思いが強く感じられました。

方谷先生の駅
文学部 /中国文学科　1991年度卒業生

ポーちゃん
偉人同様味のある無人駅

空に近い場所
文学部 /国文学科　在学生

かりんとう
二松学舎大学1号館の13階からの眺め。こ
の景色が大好きで、空きコマは気付くとこ
こにいます。課題が捗ったり、気分をリフ
レッシュできたり、空の近くにいるといい
ことがたくさんあるように思います。

　第17回となる2021年度二松学舎大学ホームカミングデーは、昨年と同様、新型コロナウイルス感染防
止の観点から、卒業生をキャンパスに招いての開催を中止し、Ｗeb上（本学ホームページ内）に特設
ページを開設して実施しました。
　ホームカミングデー特設ページでは、江藤茂博学長、廣田克己二松學舍松苓会会長による挨拶文の掲
載や、「古き良き二松学舎大学の風景・映像動画」を公開しました。また、特別企画として“Web写真
展”も開催。「二松学舎大学にまつわる写真」というテーマで、本学の在校生や卒業生の幅広い年齢層の
方から、何気ない二松学舎大学での素敵なワンシーンを数多くお寄せ頂きました。一部本誌上でもお楽
しみください。（掲載しきれなかった作品は、ぜひ特設ページよりご覧ください）
ご応募頂きました皆さま、誠にありがとうございました。
� 二松学舎大学ホームカミングデー実行委員会

◆◆◆「2021年度二松学舎大学ホームカミングデー特別企画“Web写真展”誌上公開」◆◆◆

※お名前はニックネームの場合もあります。
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新しくなった食堂の自販カップ
文学部 /国文学科　在学生

なつめ
三年前のまだ一年生だった時、温かい飲み物を
飲もうと食堂横の自販カップを購入すると、パッ
ケージが冬仕様になっていたのが可愛くて記念
に撮った写真です。そんな些細な思い出も、もう
戻れない生活の一部だと思うと感慨深いものが
あります。早くコロナが収束して、みんなで楽し
く食堂でご飯を食べられる日が来ますように。

書評キャンパス
文学部 /国文学科　在学生

mi
週刊読書人主催の書評キャンパスに参加
してみました。自分の中でとてもいい思い
出になったし、書く力が付いたので参加し
て良かったです。

よぢり不動
文学部 /中国文学科　1991年度卒業生

海斗
昨年の北海道書道展に出品した作品で
す。

靖国神社の桜
国際政治経済学部 /国際経営学科

在学生
みそらーめん

授業の合間に訪れた靖国神社で撮影しま
した。４月に散歩がてら、大学付近をぶら
ついて気まぐれに撮りました。

蜀漢毎天都開心！
文学部 /中国文学科　1992年度卒業生

上髙宮あこ
在学中からの宿題「大好きな三国志と、絵
と中国語で何かがしたい！」の答えが見つ
かり始めました。スタンプは日本よりも中
華圏でDLが多く、ささやかな喜びです。

いつもの交差点の角

国際政治経済学部 /国際政治経済学科
2017年度卒業生

421
大学への通学途中、授業の合間の教室移
動、その度に4年間毎日見ていたあの曲が
り角の風景。先日、閉店されたと聞いてな
んだか寂しい気持ちになりました

センチメンタル・クラスルーム
文学部 /国文学科　在学生

はう
コロナ禍、会いたい人と気軽に会えなく
なってしまったのは大学でも同じでした。
偶に訪れる教室で、かつてのにぎわいが
過りました。

天晴れ

国際政治経済学部 /国際政治経済学科
在学生

切り込み隊長
空きコマでの1枚　天気が良く暖かい日
は、飲み物を片手に靖国神社で日向ぼっ
こ　セブンのコーヒーっておいしいな

学生の日常風景

国際政治経済学部 /国際政治経済学科
在学生
へごへご

これは授業の合間に中洲記念講堂の前で
撮った写真になります。2人のボブヘアと
大きなハートを作っているのがポイントで
す。
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好（ハオ）!
文学部 /中国文学科　在学生
四代目 soy豆腐ブラザーズ

一年生の時に中国文学科を対象にした劇を鑑賞しました。コ
ロナ禍の今では見られない満席の中洲講堂は輝きを放ってい
ました。新入生だった私たちはこの場で親睦を深め、今も仲
良くしています。中国語での掛け声「好（ハオ）!」と叫んでい
た友達の笑顔は忘れられない宝物です。またみんなで笑い合
いながら会話ができる日々が来ることを願っています。

あの日の授業前
文学部 /中国文学科　在学生

N3
３年前、授業前にみんなで外を眺めていた
時の写真です。二松学舎の窓から見える風
景はとても美しく、見ていて飽きません。今
はコロナ禍で登校が難しくなってしまってし
まいましたが、こうしてまた４人で語り合いた
いなあとこの写真を見ていると思います。

思い出のつまった部室
文学部 /国文学科　2016年度卒業生

さるばむ
空き時間にふらっと行っていた部室。いつも誰かがいて、
ボードゲームをしたり、雑談したり、たまに現像をしたり
と、温かい居場所でした。今はもう無いのかもしれない
けれど、またいつか。写真は思いを繋いでくれる。いつか
は褪せてしまうけれど、その一瞬を切り取った世界は、い
つまでも心に残り続ける。大切な私の宝物です。

九段坂上
文学部 /国文学科　在学生

ほたて
九段坂上の信号までは、市ヶ谷ユーザーの人も飯
田橋の人も九段下の人もみんな一緒でした。授業
終わりやサークル終わりに同じ方向に歩くのが好
きでした。この日も特別なことはなくて、私が列の一
番後ろにいて、全員写るなと思ったのでなんとなく
撮っただけです。楽しかったんだろうなと思います。

光
国際政治経済学部 /国際経営学科

在学生
コットン

元旦に撮りました。

二松学舎の付箋
文学部 /国文学科　1990年度卒業生

わんがん
最新の大学グッズです。ブック型で4種の
付箋が入っています。販売開始しています
よ！

北の丸公園の朝
国際政治経済学部 /国際政治経済学科

在学生
うっきー

対面授業だった頃は、よく北の丸公園に
行って、散歩したり、読書したりしていまし
た。行く日、行く時間によって自然は違う
表情を見せてくれるので、何度も通った場
所でもついカメラを向けてしまいます。

11階の階段より
文学部 /中国文学科　在学生

春安見　長杉
金曜日の昼休みは某教授の研究室に行く役割が
ありました。最初は渋々でしたが、いつからか一緒
に行く仲間が増え、行くことが楽しみになっていま
した。もう授業は終わり、今後エレベーターで11階
のボタンを押すことも減るでしょう。この写真は最
後のお迎えの際に撮影した快晴のビル街です。

大きな鳥居とイチョウ
文学部 /中国文学科　2015年度卒業生

郊外に住みたい
一昨年のイチョウがキレイな時期に二松
学舎大の近くの靖国神社に行きました。
イチョウ並木が有名な外苑前にも行きま
したが、靖国神社のほうが人が少なくて良
かったです。
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寒
さ
も
コ
ロ
ナ
も
乗
り
越
え
て

事
務
局
長　

若
松
顕
仁

昨
年
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
に
振
り
回
さ
れ

た
年
で
し
た
。
支
部
総
会
も
書
面
決
議
で

の
実
施
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
道
東
・
道
南
・

道
北
の
分
会
総
会
も
開
催
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
し
て
年
明
け
矢
先
の
オ
ミ
ク
ロ

ン
株
。
新
年
会
も
中
止
せ
ざ
る
を
得
ま
せ

ん
で
し
た
。
支
部
会
員
の
皆
さ
ん
と
顔
を

合
わ
せ
る
日
が
何
時
に
な
る
の
か
、
見
通

し
の
き
か
な
い
、
ま
る
で
ホ
ワ
イ
ト
ア
ウ

ト
の
吹
雪
の
中
に
い
る
よ
う
で
す
。

私
の
地
域
で
は
今
年
も
流
氷
が
や
っ
て

来
ま
し
た
。
こ
の
時
期
、
北
海
道
で
は
気

温
が
終
日
マ
イ
ナ
ス
の
日
が
続
き
ま
す
。

マ
イ
ナ
ス
20
度
以
下
と
い
う
日
も
あ
り
ま

す
。
眉
も
睫
毛
も
凍
り
ま
す
。
加
え
て
連

日
の
大
雪
で
、
除
雪
に
追
わ
れ
る
日
が
続

き
ま
す
。マ
ス
ク
し
な
が
ら
の
雪
か
き
は
、

息
も
腰
も
や
ら
れ
ま
す
。

し
か
し
こ
の
寒
さ
と
雪
を
乗
り
越
え
た

ら
、
必
ず
春
が
訪
れ
ま
す
。
暖
か
い
日
差

し
が
氷
を
溶
か
し
、草
木
が
芽
生
え
ま
す
。

経
済
も
息
を
吹
き
返
し
、
支
部
活
動
も
再

開
で
き
る
よ
う
に
な
る
で
し
ょ
う
。
そ
の

日
を
心
か
ら
待
ち
望
み
、
極
寒
の
毎
日
を

耐
え
ま
し
ょ
う
。
今
年
こ
そ
！　

今
年
こ

そ
！　

今
年
こ
そ
！

北
海
道
支
部

松
苓
会
支
部
情
報

松
苓
会
支
部
情
報

松
苓
会
支
部
情
報（
　
　
　
　
　
　
　  

）

今
号
も
、
支
部
の
状
況
な
ど
を
支
部
長
に

自
由
に
ご
執
筆
い
た
だ
き
ま
し
た
。

岩
手
県
支
部

会
報
作
り
で
思
う
こ
と支部

長　

宮
本
義
孝

県
支
部
会
報
の
発
行
は
、
昨
年
末
で
99

号
に
な
り
ま
し
た
。
年
度
内
で
百
号
ま
で

ゆ
き
そ
う
で
す
。

私
が
支
部
長
に
な
っ
た
時
、
会
員
に
、

総
会
開
催
だ
け
で
な
く
、
会
報
も
出
し
て

ほ
し
い
、
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
会
費
を
い

た
だ
い
て
い
る
の
で
要
望
に
応
え
る
の
は

当
然
で
す
が
、
問
題
が
あ
り
ま
し
た
。

本
部
か
ら
の
助
成
金
は
３
万
円
が
上
限

◆
支
部
報
発
行　

〇
第
63
号　

令
和
3
年
8
月
6
日
発
行

・
支
部
会
員
の
異
動

・
会
費
の
納
入
状
況
に
つ
い
て

・
大
学
ト
ピ
ッ
ク
ス

・
支
部
総
会
を
「
書
面
決
議
」
で
行
い
ま
す
。

・
会
費
納
入
に
特
段
の
ご
協
力
を

〇
第
64
号　

令
和
3
年
12
月
25
日
発
行

・
分
会
総
会
お
よ
び
支
部
新
年
会
2
年
連

続
中
止
の
お
知
ら
せ

・
会
費
納
入
に
特
段
の
ご
協
力
を

・
事
務
局
よ
り

・
訃
報　

佐
藤
新
平
様

　

�

（
令
和
3
年
12
月
23
日
逝
去　

27
文
）

・
書
籍
の
紹
介『
渋
沢
栄
一
と
二
松
学
舎
』

・
令
和
3
年
度
支
部
予
算
案
（
訂
正
版
）

教
壇
を
去
ら
れ
る
先
生
方

学
び
舎
「
九
段
」
を
人
生
の
記
憶
に

市
來
津
由
彦

５
年
間
、
二
松

学
舎
大
学
に
お
世

話
に
な
り
ま
し

た
。
そ
の
前
の
東

北
大
学
、
広
島
大

学
も
含
め
、
40
年
余
の
大
学
教
員
生
活
か

ら
離
れ
ま
す
。
日
々
昼
寝
に
い
そ
し
み
、

病
気
入
院
と
い
え
ば
盲
腸
手
術
く
ら
い

で
、健
康
に
恵
ま
れ
た
の
は
幸
い
で
し
た
。

着
任
３
年
が
過
ぎ
、
本
学
学
生
の
需
要

と
必
要
に
応
じ
た
教
育
に
も
慣
れ
、
途
絶

気
味
だ
っ
た
研
究
面
に
向
か
お
う
と
い
う

と
き
に
、
コ
ロ
ナ
状
況
の
諸
問
題
が
始
ま

り
、
右
往
左
往
す
る
中
で
任
期
満
了
と
な

り
ま
し
た
。
２
年
に
亘
る
こ
の
状
勢
で
い

ま
思
う
の
は
、
学
び
舎
が
「
九
段
」
坂
上

に
あ
る
こ
と
の
、在
校
生
お
よ
び
新
卒
生
、

ま
た
既
卒
者
に
と
っ
て
の
意
味
で
す
。

オ
ン
ラ
イ
ン
併
用
授
業
を
す
る
と
、
日

ご
ろ
意
識
し
て
い
な
い
部
分
ま
で
含
め
、

対
面
授
業
の
し
く
み
を
考
え
さ
せ
ら
れ
ま

す
。
授
業
と
い
う
場
は
、
教
員
、
受
講
生

の
協
働
で
成
立
し
ま
す
。重
要
な
こ
と
は
、

対
面
授
業
で
は
「
み
な
が
教
室
に
と
も
に

い
る
」
こ
と
で
こ
れ
が
実
現
さ
れ
る
こ
と

で
す
。
教
室
空
間
で
は
、
講
義
型
や
そ
の

他
の
型
の
授
業
そ
れ
ぞ
れ
の
し
く
み
に
あ

わ
せ
身
体
的
に
そ
の
受
講
ス
タ
イ
ル
を
と

り
、
居
眠
り
や
私
語
も
含
め
、
教
師
・
受

講
者
の
全
員
で
身
体
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
交
わ
し
て
い
ま
す
。
抽
象
的
空
間
で

あ
る
か
の
よ
う
な
そ
の
教
室
は
、
実
は
三

番
町
の
地
名
が
付
い
た
ビ
ル
に
あ
り
、「
九

段
」
の
キ
ャ
ン
パ
ス
名
を
名
の
り
ま
す
。

教
室
は
九
段
、
靖
国
、
千
鳥
ヶ
淵
等
と
一

体
的
イ
メ
ー
ジ
空
間
の
中
に
あ
り
ま
す
。

学
部
生
は
お
よ
そ
４
年
間
、
人
生
の
基

礎
力
を
鍛
え
、
苦
み
も
含
め
学
び
の
体
験

を
こ
の
空
間
と
セ
ッ
ト
で
身
体
的
に
記
憶

し
ま
す
。「
九
段
」
は
そ
こ
で
は
単
な
る

地
名
で
は
な
い
体
験
記
憶
に
な
り
ま
す
。

こ
う
し
た
味
わ
い
が
こ
の
２
年
、
薄
く

な
っ
て
い
る
は
ず
で
す
。「
学
び
」
は
空

間
的
・
身
体
的
体
験
と
と
も
に
心
に
刻
ま

れ
る
も
の
と
思
い
ま
す
。
新
卒
生
は
１
、

２
年
次
に
は
多
く
味
わ
っ
た
こ
の「
九
段
」

体
験
を
大
切
に
し
て
い
た
だ
き
た
く
、
在

校
生
は
学
び
舎
「
九
段
」
を
深
く
味
わ
っ

て
ほ
し
い
と
希
願
し
ま
す
。
教
室
に
学
生

が
殆
ど
い
な
く
て
も
画
面
に
楽
し
く
語
り

か
け
る
、
私
に
は
そ
れ
が
近
２
年
の
「
九

段
」
で
し
た
が
、
飯
田
橋
か
ら
靖
国
を
過

ぎ
り
、
大
村
益
次
郎
の
手
の
双
眼
鏡
は
上

野
が
見
え
る
の
か
な
ど
と
思
い
を
馳
せ
、

そ
れ
な
り
に
楽
し
ん
で
お
り
ま
し
た
。

最
後
に
、
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
多
く
の

方
々
、
特
に
、
教
育
面
で
厳
し
く
鍛
え
て

く
れ
た
こ
れ
ま
で
の
す
べ
て
の
受
講
学
生

に
、
心
よ
り
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

（
東
北
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士

課
程
単
位
取
得
退
学
。
博
士
（
文
学
）。

東
北
大
学
大
学
院
国
際
文
化
研
究
科
、
広

島
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
等
を
経
て
、

二
松
学
舎
大
学
特
別
招
聘
教
授
）
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で
、
こ
れ
だ
と
１
回
作
る
の
が
せ
い
ぜ
い

で
す
。
そ
れ
で
い
ろ
い
ろ
考
え
た
末
、
会

報
は
手
書
き
に
し
ま
し
た
。
こ
れ
な
ら
５

回
ほ
ど
出
せ
そ
う
で
す
。
そ
の
上
で
、
途

中
で
投
げ
出
さ
な
い
よ
う
、特
別
号
の
外
、

年
４
回
の
発
行
を
自
分
に
義
務
づ
け
ま
し

た
。そ

し
て
、今
も
そ
れ
を
守
っ
て
い
ま
す
。

会
報
の
多
く
は
、
駄
文
、
雑
文
で
す
。

そ
れ
で
も
、
東
日
本
大
震
災
時
の
報
告
や

牟
岐
喆
雄
・
千
葉
仁
先
輩
の
漢
詩
の
編
集
、

萩
谷
朴
・
佐
佐
木
鍾
三
郎
先
生
の
思
い
出
、

略
伝
な
ど
、
少
し
は
納
得
出
来
る
も
の
も

あ
り
ま
す
。

私
は
、
本
来
、
怠
者
だ
か
ら
、
そ
の
ま

ま
な
ら
恐
ら
く
何
も
書
き
残
さ
な
か
っ
た

で
し
ょ
う
。
支
部
長
も
会
報
作
り
も
自
ら

望
ん
だ
も
の
で
は
な
い
け
れ
ど
、
結
果
的

に
は
、
か
か
る
立
場
に
立
た
さ
れ
た
か
ら

出
来
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
会
報
作
り
を
通
し
て
も
う
一

つ
、
人
は
仕
事
を
共
に
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
人
と
結
ば
れ
る
、
と
い
う
こ
と
を
感
じ

ま
し
た
。

初
め
仕
事
は
私
一
人
で
や
っ
て
い
ま
し

た
が
、
今
は
小
笠
原
克
夫
君
が
進
ん
で
校

正
や
コ
ピ
ー
、
そ
れ
を
綴
っ
た
り
冊
子
に

仕
立
て
た
り
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
会
報
が
仕
上
が
れ
ば
、
そ
れ
を

通
し
て
会
員
同
士
の
心
の
繋
が
り
も
広
が

る
よ
う
で
、
必
ず
感
想
を
寄
せ
て
く
だ
さ

る
方
や
、
ま
た
、
支
部
長
を
し
て
い
れ
ば

持
ち
出
し
も
あ
ろ
う
か
と
、
会
費
に
足
し

て
余
分
に
送
金
な
さ
っ
て
く
だ
さ
る
会
員

も
い
て
、
大
変
に
励
ま
さ
れ
て
い
ま
す
。

宮
城
県
支
部

支
部
情
報

支
部
長　

二
上
久
芳

〔
一
〕
第
68
回
河
北
書
道
展
に
お
い
て

田
代
ひ
と
み

（
明
眸
）
さ

ん
（
44
文
）

が
、
第
６
部

篆
刻
・
刻
字

部
門
に
お
い

て
刻
字
「
順

逆
一
視
」
で

委
嘱
作
家
特

別
賞
を
受
賞

い
た
し
ま
し
た
。

〔
二
〕
令
和
３
年
11
月
15
日
、
島
倉
尚

子
さ
ん
（
修
士
２
０
０
６
年
3
月
修
了
）

が
勤
務
校
に
お
い
て
「
低
学
年
か
ら
の
小

論
文
指
導
―
情
報
を
共
有
し
各
々
の
意
見

を
述
べ
る
」
の
テ
ー
マ
で
研
究
授
業
を
行

い
ま
し
た
。
左
に
本
人
の
感
想
文
を
紹
介

い
た
し
ま
す
。

「
仙
台
育
英
学
園
高
等
学
校
多
賀
城
校

舎
フ
レ
ッ
ク
ス
コ
ー
ス
１
学
年
と
３
学
年

の
学
校
設
定
科
目
で
、
基
礎
小
論
文
・
受

私
も
傘
寿
を
過
ぎ
体
も
動
か
な
く
な
り

ま
し
た
が
、次
の
担
い
手
が
現
れ
る
ま
で
、

も
う
少
し
、
皆
に
支
え
ら
れ
て
が
ん
ば
ろ

う
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

◆
支
部
報
発
行

〇
第
99
号　

令
和
3
年
11
月
9
日
発
行

・
盛
岡
文
学
散
歩　

　

北
山
散
策
路
と
立
原
道
造

埼
玉
県
支
部

験
小
論
文
を

担
当
し
て
お

り
ま
す
。
授

業
時
間
の
都

合
に
よ
り
、

今
回
は
自
分

の
担
任
の
ク

ラ
ス
（
１
年

生
）
で
の
研

究
授
業
と
な

り
ま
し
た
。

今
の
子
供

た
ち
の
多
く

が
「
検
索
す
る
」「
調
べ
る
」
こ
と
に
つ

い
て
は
日
常
的
に
な
っ
た
も
の
の
、
そ
れ

を
学
習
の
面
に
活
か
す
と
い
う
事
に
つ
い

て
は
今
一
つ
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い

ま
し
た
。
今
年
度
入
学
の
１
学
年
か
ら

chrom
ebook

を
一
人
一
台
導
入
し
授
業

で
の
活
用
を
推
奨
し
て
い
ま
す
が
、
教
員

側
も
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
の
授
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。
導
入
し
た
も
の
の
授
業
で
の

活
用
は
ご
く
限
ら
れ
た
場
面
の
み
と
い
う

事
も
あ
り
、
研
究
授
業
前
に
行
っ
た
予
行

演
習
で
は
教
員
側
が
考
え
て
い
た
よ
う
な

意
見
が
出
ず
、
ど
う
に
も
上
手
く
い
か
な

か
っ
た
面
も
多
々
あ
り
ま
し
た
。
新
聞
記

事
を
活
用
し
、
自
分
自
身
が
ど
の
よ
う
に

そ
の
事
柄
に
対
し
て
考
え
た
か
と
い
う
事

に
対
し
て
意
見
を
出
さ
せ
る
と
い
う
内
容

の
授
業
を
行
い
ま
し
た
が
、Zoom

に
接

続
さ
せ
チ
ャ
ッ
ト
機
能
を
活
用
し
て
意
見

を
可
視
化
さ
せ
る
と
い
う
事
を
行
い
ま
し

た
。ま

だ
ま
だ
発
想
が
幼
か
っ
た
り
、
思
っ

変
化
へ
の
対
応

支
部
長　

青
木
一
弥

昨
年
11
月
初
旬
の
こ
と
。
全
国
的
に
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
率
が
低
下

し
、
こ
の
ま
ま
終
息
に
向
か
っ
て
く
れ
れ

ば
、
２
年
間
自
粛
し
て
い
た
松
苓
会
支
部

活
動
を
再
開
で
き
る
と
思
っ
て
い
た
が
、

そ
れ
も
束
の
間
。
年
末
に
は
、
さ
ら
に
感

染
率
の
高
い
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の
世
界
的
流

行
に
よ
っ
て
、
年
明
け
か
ら
埼
玉
県
に
お

い
て
も
過
去
最
高
の
感
染
者
数
を
日
々
更

新
し
、
現
在
に
お
い
て
は
、
蔓
延
防
止
重

点
措
置
が
発
令
さ
れ
る
状
況
に
戻
っ
て
し

ま
っ
た
。

こ
の
２
年
間
、
学
校
教
育
の
あ
り
方
も

大
き
く
変
化
し
た
と
聞
く
。
オ
ン
ラ
イ
ン

授
業
や
分
散
登
校
に
よ
る
感
染
防
止
は
も

と
よ
り
、
黙
食
で
の
給
食
が
当
た
り
前
と

な
り
、
学
校
行
事
や
部
活
動
は
中
止
や
規

模
が
縮
小
さ
れ
る
な
ど
「
楽
し
く
ウ
キ
ウ

た
こ
と
を
端
的
に
ま
と
め
ら
れ
な
か
っ
た

り
と
い
う
課
題
点
は
多
く
あ
り
ま
す
が
、

今
回
の
研
究
授
業
の
趣
旨
で
あ
る
「
低
学

年
か
ら
の
小
論
文
指
導
」
と
い
う
内
容
に

つ
い
て
は
達
成
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と

感
じ
ま
し
た
。」

◆
支
部
報
発
行

〇
令
和
4
年
1
月
1
日
号

・
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

�

支
部
長　

二
上
久
芳

・
支
部
会
員
の
近
況
報
告　
　

�

13
人

・
令
和
3
年
会
計
報
告
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東
京
都
支
部

支
部
情
報

支
部
長　

矢
澤
喜
成

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
終
熄
が

見
え
ぬ
中
に
あ
っ
て
、東
京
都
支
部
で
は
、

令
和
２
年
度
に
引
き
続
き
、
令
和
３
年
度

も
、
支
部
総
会
・
講
演
会
・
懇
親
会
、
文
学
・

歴
史
散
歩
等
の
行
事
を
全
て
延
期（
中
止
）

致
し
ま
し
た
。
今
年
度
こ
そ
は
と
、
役
員

一
同
企
画
を
練
っ
て
い
る
所
で
す
が
、
如

何
せ
ん
ま
た
し
て
も
予
断
を
許
さ
ぬ
状
況

に
な
っ
て
参
り
ま
し
た
。
こ
の
２
年
間
、

役
員
一
同
の
一
致
協
力
の
下
、
年
２
回
の

支
部
報
の
発
行
と
、
そ
の
内
容
の
充
実
に

全
力
を
注
い
で
参
り
ま
し
た
。

◆
支
部
報
発
行

○
第
71
号　

令
和
４
年
１
月
１
日
発
行

キ
」
す
る
は
ず
の
学
校
生
活
に
暗
い
影
を

落
と
し
た
。
教
職
を
卒
業
し
た
身
に
と
っ

て
は
、
案
ず
る
の
み
で
あ
る
が
、
現
職
の

先
生
方
の
苦
労
は
察
す
る
に
余
り
あ
る
。

ま
し
て
、
今
回
の
第
６
波
は
、
幼
児
や
青

少
年
の
感
染
が
増
加
し
、
各
学
校
に
お
い

て
は
、
新
た
な
対
策
が
必
要
と
さ
れ
て
い

る
。変

化
に
対
応
し
て
い
く
に
は
、
先
見
性

や
決
断
・
実
行
力
が
不
可
欠
で
あ
る
が
、

教
職
員
に
と
っ
て
も
、
ま
た
、
各
方
面
で

活
躍
さ
れ
て
い
る
二
松
學
舍
出
身
の
皆
様

に
と
っ
て
も
、
ど
う
か
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の

貴
重
な
体
験
を
必
ず
や
っ
て
く
る
感
染
終

息
後
の
生
活
に
活
か
し
て
欲
し
い
。

さ
て
、
３
年
目
に
突
入
し
た
コ
ロ
ナ
感

染
の
状
況
だ
が
、支
部
活
動
に
お
い
て
も
、

現
状
に
対
応
し
た
変
化
が
必
要
か
。
現
会

員
の
活
動
と
共
に
、
新
会
員
の
加
入
も
含

め
、
一
歩
踏
み
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

時
に
来
て
い
る
。

千
葉
県
支
部

新
型
コ
ロ
ナ
禍
で
あ
っ
た
か
ら

支
部
長　

河
野
千
津
子

平
成
31
年
（
２
０
１
９
年
）
３
月
31
日
、

九
十
九
里
高
校
を
最
後
に
定
年
退
職
を
し

て
も
う
じ
き
丸
３
年
に
な
り
ま
す
。

退
職
し
て
10
か
月
経
っ
た
頃
か
ら
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
世
界
中
で
猛
威
を
振

る
い
続
け
、
一
時
収
束
に
向
か
っ
た
か
と

思
い
き
や
今
度
は
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
が
急
速

な
勢
い
で
蔓
延
し
今
も
な
お
社
会
情
勢
に

大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。

私
自
身
、
行
動
の
し
か
た
や
行
動
範
囲

は
制
限
さ
れ
ま
し
た
が
、
日
々
の
生
活
に

お
い
て
は
別
の
意
味
で
大
き
な
変
動
、
収

穫
、
発
見
が
あ
り
ま
し
た
。
14
年
間
在
宅

介
護
の
義
母
が
他
界
し
、
介
護
に
要
し
て

い
た
時
間
を
家
事
や
趣
味
の
時
間
に
使
え

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
退
職
直
後
か
ら

夫
と
一
緒
に
始
め
た
断
捨
離
。
昭
和
20
年

代
か
ら
蓄
積
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
納
戸
や

物
置
に
押
し
込
ま
れ
た
大
量
の
物
品
処

理
。
そ
の
う
ち
お
よ
そ
６
割
が
新
品
。
心

が
痛
み
ま
し
た
が
、
い
ず
れ
や
ら
ね
ば
と

の
思
い
で
目
を
つ
ぶ
り
ま
し
た
。
品
々
の

行
き
先
は
、
不
用
品
買
取
業
者
、
も
ら
っ

て
く
れ
る
知
人
、
ゴ
ミ
処
理
場
で
し
た
。

ほ
ぼ
毎
日
２
、３
時
間
ぐ
ら
い
の
作
業
で

６
月
末
ま
で
続
き
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ

の
お
か
げ
で
、
だ
い
ぶ
片
が
つ
き
ま
し

た
。
空
間
が
広
が
る
と
気
持
ち
も
ゆ
っ
た

り
し
、
何
と
も
心
地
よ
い
時
を
送
れ
て
い

る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

庭
の
草
取
り
も
こ
れ
ま
で
は
鎌
を
使
っ

て
根
っ
こ
か
ら
取
る
こ
と
に
こ
だ
わ
っ
て

い
ま
し
た
が
、な
か
な
か
ハ
カ
が
行
か
ず
、

つ
い
に
充
電
式
草
刈
機
を
買
い
求
め
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。
ネ
ッ
ト
で
検
索
を
し
た

り
、
販
売
店
舗
を
数
軒
歩
き
回
っ
て
専
門

家
の
話
を
聞
い
た
り
、
手
に
と
っ
て
重
さ

の
感
覚
を
確
か
め
た
り
、
そ
ん
な
時
間
も

楽
し
い
も
の
で
し
た
。
こ
れ
ま
で
興
味
関

心
の
な
か
っ
た
こ
と
に
気
持
ち
が
向
き
始

め
る
と
、
新
た
な
世
界
が
ぐ
ん
と
広
が
っ

た
よ
う
で
ワ
ク
ワ
ク
し
て
き
ま
す
。
と
に

か
く
短
時
間
で
効
率
よ
く
事
が
進
む
こ
と

に
改
め
て
感
動
し
て
い
ま
す
。
物
置
の
奥

か
ら
義
父
が
買
っ
た
で
あ
ろ
う
小
型
の
電

動
式
生
垣
バ
リ
カ
ン
も
発
見
。
数
回
使
っ

て
20
年
以
上
箱
に
し
ま
わ
れ
た
ま
ま
の
状

態
。
気
に
な
る
枝
葉
を
あ
ち
こ
ち
気
の
済

む
ま
ま
刈
っ
て
し
ま
い
大
虎
刈
り
に
。
夫

が
大
事
に
し
て
い
た
と
い
う
円
錐
形
の
五

葉
松
ま
で
無
残
な
姿
に
し
て
し
ま
い
呆
れ

ら
れ
る
始
末
。
こ
の
よ
う
な
話
を
聞
い
て

く
れ
た
中
学
時
代
か
ら
の
友
人
は
、
若
い

頃
御
主
人
に
先
立
た
れ
、
今
で
も
週
３
日

仕
事
の
か
た
わ
ら
、
山
や
広
い
田
畑
の
管

理
を
ひ
と
り
で
や
っ
て
の
け
て
い
ま
す
。

こ
の
道
28
年
。
彼
女
は
、
用
途
に
応
じ
た

草
刈
機
や
チ
ェ
ン
ソ
ー
を
操
っ
て
い
る
よ

う
で
、
ま
ま
ご
と
遊
び
の
よ
う
な
私
の
話

を
大
笑
い
し
な
が
ら
受
け
止
め
て
く
れ
ま

し
た
。
こ
れ
以
来
妙
に
庭
木
の
ボ
サ
ボ
サ

が
気
に
な
り
、
思
い
つ
く
ま
ま
手
入
れ
の

ま
ね
ご
と
を
し
て
い
ま
す
。

家
事
に
平
行
し
て
趣
味
の
時
間
も
多
く

な
り
ま
し
た
。
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
書
の

展
覧
会
も
し
ば
ら
く
開
催
中
止
が
続
き
ま

し
た
が
、
感
染
防
止
対
策
を
し
な
が
ら
ま

た
発
表
の
機
会
が
増
え
て
き
た
こ
と
を
う

れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
世
の
中
コ
ロ
ナ

の
話
題
は
途
切
れ
ず
重
く
暗
い
ニ
ュ
ー
ス

の
多
い
毎
日
。
せ
め
て
気
持
ち
が
明
る
く

前
向
き
に
な
る
よ
う
な
題
材
を
テ
ー
マ
に

作
品
制
作
を
し
て
い
ま
す
。

終
息
の
見
え
な
い
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
で
、
生
き
方
を
考
え
る
３
年
と

な
り
ま
し
た
。
人
生
百
年
時
代
！　

何
は

と
も
あ
れ
健
康
が
第
一
。
健
康
寿
命
を
延

ば
し
た
く
女
性
専
科
の
体
操
教
室
「
カ
ー

ブ
ス
」
に
通
い
「
貯
筋
」
の
毎
日
。
今
ま

で
気
が
つ
か
な
か
っ
た
日
常
の
あ
り
が
た

さ
に
感
謝
を
し
つ
つ
、
こ
れ
か
ら
も
健
康

で
毎
日
を
丁
寧
に
紡
い
で
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

支
部
情
報

令
和
３
年
度
の
支
部
総
会
及
び
講
演

会
、
文
学
散
歩
も
昨
年
同
様
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
感
染
防
止
の
た
め
、
や

む
な
く
中
止
と
い
た
し
ま
し
た
。
偶
数
月

の
最
終
日
曜
日
を
役
員
会
と
し
て
開
催
を

待
つ
ば
か
り
ま
で
の
準
備
を
進
め
て
ま
い

り
ま
し
た
が
、参
加
予
定
の
皆
様
の
安
心
・

安
全
を
第
一
と
考
え
ま
し
た
。
令
和
４
年

度
に
期
日
を
新
た
に
定
め
、
内
容
に
つ
い

て
は
そ
の
ま
ま
実
施
し
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
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神
奈
川
県
支
部

コ
ロ
ナ
禍
で
続
く
事
業
中
止
と

今
後
の
支
部
運
営

支
部
長　

平
野
光
治

ウ
イ
ズ
コ
ロ
ナ
に
よ
る
新
し
い
生
活
様

式
に
よ
り
生
活
の
み
な
ら
ず
精
神
面
に
お

い
て
も
不
自
由
さ
を
感
じ
る
日
々
と
な
っ

て
い
ま
す
。
神
奈
川
県
支
部
事
業
が
『
会

計
監
査
』
と
『
支
部
報
発
行
』
の
み
と
な

っ
て
２
年
が
経
過
し
ま
し
た
。「
今
年
こ

長
野
県
支
部

三
島
中
洲
先
生
と
記
念
碑
に
つ
い
て

支
部
長　

清
水　

登

『
三
郷
村
の
碑
文
』（
三
郷
村
教
育
委
員

会
・
昭
和
63
年
）
に
、
明
治
17
年
に
建
立

と
さ
れ
る
務
台（
む
た
い
）伴
語
筆
塚（
務

台
翁
寿
蔵
碑
・
所
在
地　

現
在
の
安
曇
野

市
三
郷
温
《
ゆ
た
か
》
野
沢
向
街
道
）
が

紹
介
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
碑
表
の
撰
文
は

従
五
位
三
島
毅
、
中
根
聞
書
並
び
に
隷
額

・
年
頭
所
感　
　
　
　
　
　
　

矢
澤
喜
成

・
生
命
の
海
か
ら　
　
　
　
　

井
上
和
男

・
繋
ぎ
て
伝
統
と
な
す
こ
と　

畠
山
幸
治

・
人
を
育
て
る
と
い
う
こ
と　

星
野
優
子

・
ゆ
く
年
く
る
年　

丑
か
ら
寅
へ

�

大
山
由
美
子

・
武
道
教
育
を
巡
る
私
感
―
表
面
調
和
と

心
身
の
揺
れ�

奈
佐
有
記

・
矜
持
な
き
は
去
れ　

中
洲
の
原
点

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

片
山
聖
英

・
旧
山
縣
有
朋
邸
・
覗
き
見
日
記

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
渕
俊
明

・
私
の
嗜
み
・
私
の
悦
び　
　

神
河
秀
春

・
史
上
初
、
東
京
ド
ー
ム
で
の
決
勝
戦

�

渡
辺
大
雄

・
合
縁
奇
縁
シ
リ
ー
ズ
①　

　
　

縁
の
中
に
生
き
て　
　

砂
子
澤
敏
子

・
子
を
得
て
学
ぶ
親
の
恩　
　

�

中
原
敬
二

・
監
督
の
座
右
の
銘
は
「
雪
中
松
柏
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

髙
栁
幸
雄

・「
新
し
い
始
ま
り
」　　
　
　

荒
屋
陽
子

・
東
京
支
部
事
務
局
か
ら　
　

中
原
敬
二

・
編
集
後
記　
　
　
　
　
　
　

片
山
聖
英

そ
は
」
と
考
え
て
お
り
ま
し
た
が
、
オ
ミ

ク
ロ
ン
株
の
猛
威
に
よ
り
フ
ル
ス
ペ
ッ
ク

の
事
業
実
施
に
不
安
が
残
る
事
態
と
な
り

ま
し
た
。

支
部
運
営
に
つ
き
ま
し
て
は
会
員
や
会

費
納
入
者
の
減
少
に
よ
り
事
業
実
施
費
用

の
不
足
が
生
じ
て
い
ま
す
。『
総
会
』『
文

学
歴
史
探
訪
』『
賀
詞
交
歓
会
』『
支
部
報

発
行
』
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
毎

年
の
赤
字
を
考
え
る
と
事
業
の
見
直
し
が

必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。本
部
か
ら
の『
助

成
費
』
は
大
変
助
か
っ
て
は
い
る
も
の
の

過
去
か
ら
の
繰
越
金
に
頼
っ
て
い
る
状
況

は
支
部
の
存
続
の
危
機
に
も
繋
が
っ
て
い

ま
す
。

近
年
、
創
設
以
来
支
部
を
支
え
て
い
た

だ
き
ま
し
た
役
員
様
の
ご
逝
去
に
よ
り
ま

す
ま
す
不
安
が
つ
の
っ
て
お
り
ま
す
。
一

方
で
、
そ
の
ご
尽
力
に
感
謝
し
、「
支
部

の
存
続
に
向
け
て
努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
と
の
思
い
を
強
く
し
て
い
ま
す
。

幸
い
に
近
県
の
支
部
と
の
交
流
が
出
来
る

よ
う
に
な
り
、
本
部
や
近
県
支
部
の
ご
協

力
に
よ
り
、
合
同
の
事
業
と
し
て
『
東
京

都
支
部
、
神
奈
川
県
支
部
合
同
講
演
会
』

（
平
成
29
年
度
）『
三
島
中
洲
師
墓
参
・
紅

葉
・
バ
ス
ツ
ア
ー
』（
本
部
、
東
京
都
支

部
、
静
岡
県
支
部
、
神
奈
川
県
支
部　

平

成
29
年
度
）『
夏
目
漱
石
ア
ン
ド
ロ
イ
ド

講
演
会
並
び
に
懇
親
会
』（
東
京
都
支
部
、

千
葉
県
支
部
、
神
奈
川
県
支
部
、
群
馬
県

支
部
ご
参
加　

令
和
元
年
度
）
を
実
施
す

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
近
県
各
支
部
の

事
業
に
神
奈
川
県
支
部
会
員
が
希
望
に
よ

り
参
加
で
き
る
環
境
作
り
を
し
た
い
と
考

と
あ
り
ま
す
。
撰
文
の
内
容
は
、
翁
（
文

化
11
年
～
明
治
20
年
）の
経
歴
を
紹
介
し
、

そ
の
業
績
を
顕
彰
し
た
も
の
。
同
書
に
よ

る
と
、
寿
蔵
碑
は
生
き
て
い
る
う
ち
に
建

て
て
お
く
碑
の
こ
と
。
翁
名
は
景
貞
（
か

げ
さ
だ
）、伴
語
と
称
し
、俳
句
に
堪
能
で
、

若
い
時
か
ら
家
塾
を
ひ
ら
き
、
門
弟
は
近

郷
及
び
豊
科
、
松
本
そ
の
他
各
地
か
ら
多

く
集
ま
り
、
地
方
文
化
の
先
駆
的
役
割
を

担
っ
た
。
塾
は
温
知
学
館
と
称
し
た
と
あ

り
ま
す
。

『
小
諸
碑
文
集
』（
小
諸
小
学
校
職
員
研

究
会
郷
土
史
員　

代
表
堀
米
秀
春
・
昭
和

４
年
）
に
、
明
治
36
年
建
立
（
中
山
翁
門

生
一
同
に
よ
る
）
と
さ
れ
る
中
山
貞
邦
翁

碑
（
所
在
地　

小
諸
市
懐
古
園
前
）
が
紹

介
さ
れ
て
お
り
、
従
二
位
勲
一
等
子
爵
渡

辺
国
武
篆
書
、
東
宮
侍
講
正
五
位
勲
四
等

三
島
毅
撰
文
（
明
治
31
年
）、
勅
撰
議
員

正
四
位
勲
三
等
巌
谷
修
書
と
あ
り
ま
す
。

『
小
諸
市
誌　

歴
史
篇
（
３
）』（
小
諸
市

誌
編
纂
委
員
会
・
平
成
３
年
）
に
よ
る
と
、

中
山
貞
邦
（
文
化
８
年
～
明
治
25
年
）
は
、

軍
蔵
、
慎
蔵
と
称
し
、
直
心
影
流
師
範
、

道
場
、詩
文
に
長
じ
た
武
人
と
あ
り
ま
す
。

三
島
中
洲
先
生
撰
文
の
伊
沢
修
二
先
生

記
念
碑
（
現
所
在
地　

伊
那
市
高
遠
伊
沢

え
て
お
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
会
員
へ
の

広
報
手
段
の
拡
大
、
工
夫
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
近
県
支
部
会
員

相
互
の
交
流
を
目
標
に
努
力
し
て
ま
い
り

ま
す
。

今
後
も
本
部
、
近
県
支
部
並
び
に
二
松

學
舍
松
苓
会
の
皆
様
の
ご
支
援
、
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◆
支
部
報
発
行

〇
第
41
号　

令
和
3
年
10
月
10
日
発
行

・
明
珠
在
掌
（
み
ょ
う
じ
ゅ 

た
な
ご
こ

ろ
に
あ
り
）�

渡
邊
慈
江

　

※
本
号
19
ペ
ー
ジ
に
転
載
。

・
令
和
2
年
度
決
算
・
令
和
3
年
度
予
算
案

・
令
和
2
年
度
事
業
報
告
・
3
年
度
事
業

計
画

・
ご
了
承
、
承
認
の
お
願
い

・
本
部
の
状
況
と
支
部
の
リ
モ
ー
ト
会
議

・
コ
ロ
ナ
禍
の
日
々

・
訃
報　

浅
居
美
智
子
様

�

（
令
和
2
年
10
月
逝
去　

33
文
）

　

中
川
俊
一
郎
様

�

（
令
和
3
年
1
月
3
日
逝
去　

43
文
）
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頭
の
期
待
を
裏
切
る
「
波
乱
万
丈
」
の
４

年
間
で
し
た
。
下
宿
か
ら
渋
谷
・
広
尾
の

牛
乳
屋
に
通
い
、
早
朝
の
牛
乳
配
達
で
始

ま
っ
た
私
の
東
京
生
活
で
し
た
が
、
初
め

て
迎
え
た
雪
の
降
る
朝
、
路
面
電
車
の
線

路
に
単
車
の
タ
イ
ヤ
を
と
ら
れ
横
転
、
当

時
の
瓶
詰
め
牛
乳
を
全
部
割
っ
て
し
ま

い
、
即
刻
「
牛
乳
屋
」
を
首
に
な
り
ま
し

た
。
下
宿
代
を
払
え
ず
途
方
に
く
れ
て
居

る
時
、
二
食
付
き
四
千
円
の
格
安
の
県
の

「
学
生
寮
」
を
紹
介
し
て
く
れ
た
の
も
、

そ
の
先
輩
で
し
た
。

昭
和
47
年
の
沖
縄
返
還
前
で
、
学
生
寮

の
仲
間
達
は
連
日
「
沖
縄
返
還
」
と
叫
け

び
、
新
宿
・
お
茶
の
水
の
駅
頭
に
出
て
い

ま
し
た
。
お
の
ず
と
私
も
そ
の
渦
中
に
入

っ
て
居
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
大
学
の

教
養
の
単
位
取
得
の
メ
ド
が
つ
い
た
頃
か

ら
、
ほ
と
ん
ど
授
業
に
出
ず
、
二
松
の
多

く
の
学
友
が
出
席
の
「
代
返
」
で
私
の
卒

業
に
力
を
貸
し
て
く
れ
ま
し
た
。

学
友
達
の
友
情
の
お
陰
？
で
、「
与
論

島
」
か
ら
の
「
海
上
集
会
」
に
参
加
す
る

事
も
出
来
ま
し
た
。

50
余
年
後
の
今
も
二
松
の
学
友
達
と
の

深
い
絆
は
続
い
て
い
ま
す
。
さ
て
沖
縄
復

帰
か
ら
50
年
後
の
今
、
沖
縄
の
現
状
は
ど

う
変
わ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？
確
か
に
今

の
子
供
や
孫
た
ち
は
、
パ
ス
ポ
ー
ト
無
し

で
、
本
土
と
の
行
き
来
が
自
由
に
な
り
ま

し
た
。
イ
ン
フ
ラ
も
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
政
治
の
実
態
は
、「
辺
野
古
新
基

地
建
設
」
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
50
年
後

の
今
も
何
も
変
わ
っ
て
居
ま
せ
ん
。

一
日
も
早
く
、
コ
ロ
ナ
禍
が
収
束
し
、

二
松
の
学
友
や
、
松
苓
会
の
皆
様
と
も
お

会
い
し
た
い
と
願
う
今
日
こ
の
頃
で
す
。

　

沖
縄
が
本

土
か
ら
切
り

離
さ
れ
た
の

は
、
昭
和

27
年
４
月
28

日
、
日
本
国

と
連
合
国
と

の
間
に
結
ば 

れ
た
「
サ
ン 

フ
ラ
ン
シ 

ス
コ
条
約
」

の
第
３
条
、

「
北ホ

ク

緯イ

27
度

以
南
の
南
西

諸
島
を
合
衆

国
を
唯
一
の

施
政
権
者
と

す
る
」
の
条
文
で
、
戦
後
27
年
間
、
ア
メ
リ
カ
の

統
治
下
に
置
か
れ
た
。

　

あ
れ
以
来
、
４
月
28
日
を
「
屈
辱
の
日
」
と
し

て
、
与
論
島
と
沖
縄
本
島
の
中
間
点
、
北
緯
27
度

の
線
上
で
、「
４
・
28
海
上
集
合
」
が
開
か
れ
て
来

た
。
写
真
は
、昭
和
43
年
の
集
会
に
東
京
都
代
表
で
、

鹿
児
島
港
か
ら
船
に
乗
り
込
ん
だ
時
の
筆
者
（
右

か
ら
二
人
目
の
ヒ
ゲ
の
男
）
で
あ
る
。
後
方
に
「
桜

島
」
が
撮
っ
て
い
る
。

沖
縄
県
支
部

復
帰
50
年
今
も
変
わ
ら
ぬ
沖
縄
の
現
状

支
部
長　

金
城
健
一

明
治
10
年
創
立
、
１
４
５
年
の
歴
史
を

誇
る
我
が
母
校
「
二
松
學
舍
大
学
」、
私

が
入
学
し
た
の
は
昭
和
41
年
の
春
で
し

た
。
入
学
式
の
日
、
今
は
亡
き
お
袋
と
歩

い
た
「
千
鳥
ヶ
淵
」
の
桜
が
美
し
か
っ
た

事
を
、
今
も
鮮
明
に
覚
え
て
い
ま
す
。
沖

縄
の
復
帰
50
年
の
節
目
の
年
に
何
か
書
い

て
く
れ
、
と
の
事
務
局
か
ら
依
頼
が
有
り

ま
し
た
の
で
、
50
余
年
前
の
記
憶
を
た
ど

り
つ
つ
、
ペ
ン
を
執
り
ま
し
た
。
二
松
入

学
の
一
年
前
に
、
都
内
某
私
立
大
を
中
途

退
学
し
、
沖
縄
に
帰
り
、
悶
々
と
し
て
い

る
時
に
、
二
松
出
身
の
、
高
校
の
教
頭
に

呼
ば
れ
て
諭
さ
れ
た
の
が
「
二
松
學
舍
大

学
」
へ
の
受
験
で
し
た
。
大
学
生
活
は
教

修
二
生
家
）
の
建
立
時
期
に
つ
い
て
、
河

南
小
学
校
の
大
正
９
年
の
日
誌
に
５
月
26

日
、
建
碑
除
幕
式
参
列
の
た
め
引
率
と
す

る
記
載
が
確
認
さ
れ
、
そ
れ
ま
で
定
説
と

さ
れ
て
き
た
大
正
８
年
５
月
が
変
更
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
と
す
る
報
告
（
矢
野
路

雄
「
伊
沢
修
二
先
生
頌
徳
歌
」『
伊
那
路
』

第
３
６
９
号
・
上
伊
那
土
研
究
会
・
昭
和

62
年
）
が
あ
り
、『
伊
沢
修
二
―
そ
の
生

涯
と
業
績
―
』（
高
遠
町
図
書
館
・
昭
和

62
年
）に
お
け
る
記
念
碑
建
立
の
記
述
は
、

こ
の
よ
う
な
郷
土
史
に
関
す
る
調
査
結
果

を
踏
ま
え
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

※
写
真
は
小
諸
市
懐
古
園
前
の
中
山
貞
邦

翁
碑
で
す
。

88
期
・
89
期
同
期
会
幹
事
会
延
期

令
和
3
年
の
定
期
総
会
で
松
苓
会
会
則

の
改
正
が
行
わ
れ
同
期
会
組
織
が
会
則
に

位
置
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

令
和
元
年
度
、
令
和
2
年
度
卒
業
の
第

88
期
、
第
89
期
同
期
会
の
そ
の
後
の
状
況

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

第
88
期
同
期
会

令
和
2
年
2
月
22
日
に
、
同
期
会
結
成

説
明
会
が
開
か
れ
、「
第
88
期
同
期
会
運

営
要
領
（
暫
定
）」
を
承
認
し
、
同
期
会

を
結
成
致
し
ま
し
た
。
同
時
に
同
期
会
幹

事
16
人
を
選
出
。
5
年
後
に
最
初
の
同
期

会
開
催
を
目
標
に
掲
げ
、
活
動
し
て
い
く

こ
と
と
し
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
年

か
ら
猛
威
を
振
る
っ
て
現
在
に
至
っ
て
い

る
コ
ロ
ナ
禍
の
為
、
当
初
予
定
し
た
幹
事

会
を
開
催
出
来
ず
に
お
り
ま
す
。
昨
年
11

月
頃
、
コ
ロ
ナ
禍
が
一
時
落
ち
着
い
た
こ

と
も
あ
り
、
本
年
1
月
29
日
に
幹
事
会
開

催
を
企
画
し
ま
し
た
が
、
新
年
に
入
り
オ

ミ
ク
ロ
ン
株
の
第
6
波
に
見
舞
わ
れ
、
ま

ん
延
防
止
措
置
の
発
令
と
な
り
、
や
む
な

く
幹
事
会
中
止
（
延
期
）
の
措
置
を
執
ら

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
は
、
コ
ロ

ナ
禍
の
状
況
を
見
な
が
ら
企
画
し
て
い
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。

第
89
期
同
期
会　

89
期
卒
業
生
（
令
和
3
年
3
月
卒
）
は
、

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
大
学
内
で
の
同
期
会

結
成
説
明
会
の
開
催
が
出
来
ま
せ
ん
で
し

た
。
卒
業
時
配
布
の
資
料
に
よ
り
、
同
期

会
の
結
成
、同
期
会
幹
事
募
集
を
周
知
し
、

88
期
同
期
会
と
同
日
（
1
月
29
日
）
に
幹

事
会
開
催
を
予
定
致
し
ま
し
た
が
、
コ
ロ

ナ
禍
に
よ
り
開
催
で
き
ず
、
他
日
に
開
催

す
る
こ
と
と
致
し
ま
し
た
。

同
期
会
幹
事
は
継
続
し
て
募
集
中
で
す
。

松
苓
会
本
部
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

同
期
会
運
営
を
担
う
幹
事
会
の
開
催

は
、
幹
事
相
互
の
親
睦
、
交
流
を
目
指
す

の
が
当
面
の
目
標
で
す
。
こ
の
趣
旨
を
達

成
す
る
た
め
に
も
コ
ロ
ナ
禍
の
一
日
も
早

い
収
束
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

同
期
会
情
報
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大
学
だ
よ
り

創
立
１
４
５
周
年
記
念
事
業

　
　

学
校
法
人
二
松
学
舎
理
事
・
事
務
局
長

小
町
邦
明
（
49
文
）

二
松
学
舎
は
、
本
年
創
立
１
４
５
周
年

を
迎
え
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、
二
松
学
舎

創
立
１
４
５
周
年
記
念
事
業
準
備
委
員
会

（
以
下
準
備
委
員
会
）
が
、
五
十
嵐
清
常

任
理
事
を
委
員
長
と
し
て
、
２
０
２
１
年

４
月
13
日
発
足
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
２

回
の
委
員
会
を
重
ね
、
基
本
方
針
及
び
事

業
予
定
に
つ
い
て
概
ね
次
の
よ
う
な
計
画

が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

先
ず
、
準
備
委
員
会
で
は
次
の
３
つ
の

基
本
方
針
に
従
い
計
画
を
実
施
し
て
い
く

こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

①
記
念
式
典
・
祝
賀
会
は
10
年
ご
と
の
行

事
と
し
今
回
は
実
施
し
な
い

②
二
松
学
舎
の
ブ
ラ
ン
ド
力
向
上
を
目
指

し
た
広
報
活
動
の
実
施

③
記
念
募
金
活
動
の
実
施

次
に
、
こ
の
基
本
方
針
に
伴
う
具
体
的

な
計
画
に
つ
い
て
は
、
各
学
校
で
、
そ
れ

ぞ
れ
予
算
取
り
を
含
め
て
進
め
て
い
く
こ

と
を
決
定
し
ま
し
た
。

法
人
・
大
学
で
は
、
ブ
ラ
ン
ド
力
向
上

の
た
め
の
広
報
活
動
と
し
て
次
の
よ
う
な

事
業
が
計
画
さ
れ
ま
し
た
。

〇
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

〇
１
４
５
周
年
特
設
サ
イ
ト
の
制
作

〇
１
４
５
周
年
動
画
の
制
作

〇
１
４
５
周
年
ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
作
成（
済
）

〇
「
明
治
10
年
か
ら
の
大
学
ノ
ー
ト

１
４
５
周
年
版
」
の
発
行

〇
九
段
大
学
１
号
館
、
内
堀
通
り
側
柱
に

１
４
５
周
年
シ
ー
ト
の
巻
き
付
け

〇
『「
論
語
と
算
盤
」
二
松
学
舎
と
渋
沢

栄
一
』
の
出
版
（
済
）

〇
「
都
心
で
学
ぼ
う
」
続
編
の
出
版

〇
創
立
記
念
碑
を
九
段
１
号
館
前
石
垣
付

近
に
設
置

〇
著
名
人
に
よ
る
子
供
研
究
会
の
開
催

（
柏
キ
ャ
ン
パ
ス
）

こ
の
他
、
学
内
で
開
催
さ
れ
る
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
に
つ
い
て
も
１
４
５
周
年
の
冠
を

つ
け
た
事
業
と
し
て
実
施
し
て
い
く
こ
と

が
決
定
し
ま
し
た
。

附
属
高
等
学
校
で
は
、「
論
語
の
一
斉

授
業
」
の
実
施
を
予
定
し
、附
属
柏
中
学
・

高
等
学
校
で
は
、「
ス
ク
ー
ル
バ
ス
車
体

に
創
立
１
４
５
周
年
記
念
ラ
ッ
ピ
ン
グ
」

等
の
実
施
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
両
附
属
高
校
と
も
「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
」、「
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ

動
画
」
の
作
成
な
ど
実
施
し
て
い
く
計
画

と
な
っ
て
い
ま
す
。

募
金
活
動
に
つ
い
て
は
、
本
年
６
月
に

１
４
５
周
年
記
念
募
金
（
教
育
研
究
振
興

資
金
）
の
お
願
い
を
松
苓
会
員
の
皆
様
に

も
、
お
届
け
す
る
予
定
で
す
。（
下
段
）

二
松
学
舎
大
学
は
２
０
２
２
年
４
月
に

文
学
部
に
「
歴
史
文
化
学
科
」・
大
学
院

に
「
国
際
日
本
学
研
究
科
」
の
新
設
、
文

学
部
都
市
文
化
デ
ザ
イ
ン
学
科
に
「
外
国

人
留
学
生
３
年
次
編
入
学
特
別
増
員
枠
」

を
設
け
る
こ
と
で
60
人
の
定
員
増
が
認
め

ら
れ
、
大
学
の
収
容
定
員
は
２
７
８
０
人

に
拡
大
し
ま
す
。
ま
た
、
２
０
２
１
年
度

入
学
生
か
ら
学
生
一
人
一
人
に
パ
ソ
コ
ン

１
台
の
配
布
を
始
め
、
そ
れ
に
対
応
す
る

た
め
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
を
、
年
次
計

画
で
高
速
化
・
大
容
量
化
し
て
い
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
こ
れ
を
契
機
と
し
て
、
質
の
高

い
教
育
手
法
の
開
発
を
進
め
、「
学
修
者

本
位
の
教
育
」、「
学
び
の
質
の
向
上
」、「
就

職
先
の
保
証
」
に
資
す
る
環
境
整
備
の
た

め
、
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
・
フ

ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
部
会
を
立
ち
上
げ
、

推
進
し
て
い
く
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
他
、
施
設
設
備
に
つ
い
て
も
、
校

舎
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
整
備
や
教
育
研
究
環

境
の
整
備
な
ど
、
将
来
を
見
据
え
た
事
業

を
推
進
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
お
り
、
こ

れ
に
は
財
政
基
盤
の
充
実
と
強
化
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

松
苓
会
員
の
皆
様
に
は
度
重
な
る
お
願

い
と
な
り
誠
に
恐
縮
で
は
ご
ざ
い
ま
す

が
、
教
育
研
究
環
境
の
一
層
の
充
実
及
び

二
松
学
舎
の
さ
ら
な
る
発
展
の
た
め
に
何

卒
ご
理
解
い
た
だ
き
、
１
４
５
周
年
記
念

募
金
に
ご
支
援
・
ご
協
力
賜
り
た
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
私
事
で
す
が
、
私
自
身
が
二

松
学
舎
大
学
に
入
学
し
た
年
が
、
丁
度

１
０
０
周
年
の
年
で
、
当
時
は
１
０
０
周

年
に
特
別
な
感
情
を
抱
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、そ
の
後
も
二
松
学
舎
は
年
月
を
重
ね
、

こ
う
し
て
１
４
５
周
年
を
迎
え
る
こ
と
は

卒
業
生
と
し
て
感
慨
深
く
、
改
め
て
気
の

引
き
締
ま
る
思
い
が
い
た
し
ま
す
。
今
後

も
松
苓
会
員
の
皆
様
に
は
、
引
き
続
き
ご

支
援
、
ご
協
力
賜
り
た
く
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

１．募集期間　：
　2021 年 12 月から 2024 年 3 月末まで
２．受付金額　：
　個人 1 口 5,000 円、企業・法人 1 口 50,000 円
　＊�なるべく 2 口以上のご寄付をお願いしておりますが、上記金

額未満の寄付もありがたくお受けいたします。
３．募金の用途　：
　お申込み時に、以下の用途からご指定ください。
　　①大学の教育研究環境整備
　　②附属高等学校の教育環境整備　
　　③附属柏高等学校の教育環境整備
　　④附属柏中学校の教育環境整備
　　⑤学生・生徒の奨学金の基金
　　⑥被災学生・経済的困窮学生への支援
　　⑦用途を指定しない

４．寄付方法　：
　①インターネットを利用した寄付
　　�右の QR コードを読み取り、「お申込み方法

はこちら」からお手続きしてください。
　②金融機関窓口での振込による寄付
　　�本年 6 月に募集要項を送付しますので、同封の振込用紙をご

利用ください。
その他、ご不明のことがあれば下記担当までご連絡ください。
お問い合わせ：企画・財務課　（電話）03-3261-1298

二松学舎創立145周年記念募金要項

大学九段 1 号館前に設置される創立記念碑



12

二松學舍松苓会報 No.67 2022年3月16日

著
書
紹
介

荒
井
裕
樹
著

『
ま
と
ま
ら
な
い
言
葉
を
生
き
る
』

�

（
柏
書
房
）

（
２
０
２
１
年
５
月
25
日
第
１
刷
発
行
）

定
価
１
８
０
０
円
＋
税

全
18
話
か
ら
な
る
エ
ッ
セ
イ
で
あ
る
。

ど
こ
か
ら
読
み
進
め
て
も
い
い
。

「
被
抑
圧
者
の
自
己
表
現
」
を
専
門
と

す
る
著
者
の
新
刊
だ
が
、
単
に
差
別
反
対

を
叫
ぶ
書
と
は
趣
が
違
う
。

ハ
ン
セ
ン
病
患
者
の
言
葉
、
水
俣
病
の

闘
い
、
ウ
ー
マ
ン
リ
ブ
の
運
動
、
府
中
療

育
セ
ン
タ
ー
闘
争
、
川
崎
市
登
戸
の
無
差

別
通
り
魔
事
件
、
京
都
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン

放
火
殺
人
事
件
、
私
大
医
学
部
入
試
の
得

点
操
作
、
介
護
現
場
の
難
問
、
子
供
を
保

育
園
に
入
れ
る
た
め
の
活
動
な
ど
を
介
し

て
、
著
者
が
若
い
頃
か
ら
関
わ
り
を
持
っ

て
き
た
人
た
ち
の
、
力
あ
る
「
言
葉
」
を

紹
介
し
て
い
る
。

戦
時
下
の
「
非
国
民
」
と
い
う
罵
り
や

「
贅
沢
は
敵
だ
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
も
触

れ
て
、
２
０
１
０
年
代
以
降
に
目
に
つ
く

よ
う
に
な
っ
た
、
憎
悪
・
侮
蔑
・
暴
力
・

差
別
に
加
担
す
る
言
葉
に
危
機
感
を
抱

く
。
日
々
の
生
活
の
場
で
も
政
治
の
場
で

も
、
分
断
や
対
立
を
煽
る
言
葉
・
卑
近
な

嫌
悪
感
が
卑
俗
な
正
義
感
を
ま
と
っ
て
い

る
だ
け
の
言
葉
に
溢
れ
て
い
る
と
す
る
。

人
の
心
を
削
る
言
葉
、
負
の
力
に
満
ち

た
言
葉
の
増
加
へ
の
危
惧
が
一
巻
を
貫
い

て
い
る
。
言
葉
へ
の
信
頼
を
壊
す
よ
う
な

発
言
を
危
ぶ
み
、「
自
分
で
自
分
を
殺
さ

な
い
た
め
の
言
葉
」
こ
そ
大
切
と
記
す
。

紹
介
さ
れ
る「
黙
ら
な
か
っ
た
人
た
ち
」

の
言
葉
に
、
筆
者
の
眼
差
し
と
思
索
が
与

え
ら
れ
て
、
言
葉
の
魂
、
尊
さ
、
優
し
さ

と
い
っ
た
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
力
が
読
者
の
胸

に
迫
っ
て
く
る
。

「
昨
今
、
言
葉
が
壊
さ
れ
て
き
た
」
の

は
何
故
か
？　
「
生
き
づ
ら
さ
を
抱
え
た

人
」
を
黙
ら
せ
る
圧
力
と
は
何
な
の
か
？

「
正
し
い
・
立
派
・
役
に
立
つ
」
と
は
誰

が
作
っ
た
価
値
観
な
の
か
？　
「
差
別
に

よ
っ
て
損
な
わ
れ
た
も
の
」
と
は
何
か
？

読
者
が
や
ん
わ
り
と
し
た
サ
ゼ
ッ
シ
ョ
ン

を
得
ら
れ
る
一
冊
で
あ
る
。

本
書
は
、「
朝
日
新
聞
」
２
０
２
１
年

10
月
13
日
夕
刊
で
、「
こ
ぼ
れ
た
表
現
に

こ
そ
宿
る
力
」「
降
り
積
も
り
浸
透
し
新

し
い
思
考
開
く
」
と
紹
介
さ
れ
た
。
同
紙

「
折
々
の
こ
と
ば2021･10･30

」
で
も
鷲

田
清
一
氏
が
引
用
し
た
。
２
０
２
２
年
１

月
12
日
か
ら
著
者
は
、
同
紙
文
化
欄
に
、

「
荒
井
裕
樹
の
生
き
て
ゆ
く
言
葉
」
と
題

す
る
エ
ッ
セ
イ
を
隔
週
水
曜
日
に
連
載
中

で
あ
る
。

著
者
の
荒
井
裕
樹
准
教
授
は
、
本
『
ま

と
ま
ら
な
い
言
葉
を
生
き
る
』
巻
末
で
次

の
よ
う
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　

荒
井
裕
樹
（
あ
ら
い
・
ゆ
う
き
）

１
９
８
０
年
東
京
都
生
ま
れ
。
二
松
學

舍
大
学
文
学
部
准
教
授
。
専
門
は
障
害

者
文
化
論
、
日
本
近
現
代
文
学
。
東
京

大
学
大
学
院
人
文
社
会
系
研
究
科
修

了
。
博
士
（
文
学
）。
著
書
に
『
隔
離

の
文
学
︱︱
 

ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
の

自
己
表
現
史
』（
書
肆
ア
ル
ス
）、『
障

害
と
文
学
︱︱
「
し
の
の
め
」か
ら「
青

い
芝
の
会
」
へ
』（
現
代
書
館
）、『
生

き
て
い
く
絵
︱︱

ア
ー
ト
が
人
を
〈
癒

す
〉
と
き
』（
亜
紀
書
房
）、『
障
害
者

差
別
を
問
い
な
お
す
』（
筑
摩
書
房
）、

『
車
椅
子
の
横
に
立
つ
人
︱︱

障
害
か

ら
見
つ
め
る
「
生
き
に
く
さ
」』（
青
土

社
）
な
ど
が
あ
る
。

対
談
集
に
、『
ど
う
し
て
、
も
っ
と
怒
ら

な
い
の
？
︱︱

生
き
づ
ら
い
「
い
ま
」
を

生
き
延
び
る
術
は
障
害
者
運
動
が
教
え
て

く
れ
る
』（
現
代
書
館
）
が
あ
る
。

�

〈
小
林
公
雄
（
38
文
）〉

2021年度　「『論語の学校 -RONGO ACADEMIA-』動画公開のご案内
「『論語』の学校」は、コロナ禍のため昨年度は中止になりましたが、今年度は YouTube 公式チャンネルで動画
公開という形で実施することになりました。

「渋沢栄一『論語と算盤』と現代の経済や経営」を切り口とした本学学生を対象とした特別講演を始め、二松学舎
大学のご紹介もしております。この機会にぜひ、お気軽にご覧いただければ幸いです。

〈プログラム（一部紹介）〉
◇特別講演①：「『論語と算盤』と信用金庫経営」
　　　　　　　かながわ信用金庫　理事長　平松　廣司（ひろし）氏
◇特別講演②：経済学と倫理学：現代経済学から見る『論語と算盤』」
　　　　　　　本学国際政治経済学部　岩田　幸訓　教授

動画は以下のページまたは右のＱＲコードよりアクセスしてご覧下さい。

ＵＲＬ：�http://www.nishogakusha-u.ac.jp/
news/?contents_id=2037

配信期間：�2021 年 12 月 27 日～ 2022 年 12
月末日　＊無料

問合せ先：学校法人二松学舎　企画・財務課
　　　　　rongogak@nishogakusha-u.ac.jp
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増
田
光
司
（
60
文
）

二
松
学
舎
大
学
に
「
情
報
セ
ン
タ
ー
」

と
い
う
部
署
が
存
在
し
た
の
は
、
平
成
11 

（
１
９
９
９
）
年
度
か
ら
平
成
30
（
２
０
１ 

８
）
年
度
で
あ
り
、
創
立
１
４
５
周
年
を

迎
え
る
二
松
学
舎
の
歴
史
の
中
で
は
、
僅

か
20
年
間
で
し
か
な
い
。
私
が
学
生
で
あ

っ
た
当
時
は
、情
報
セ
ン
タ
ー
は
お
ろ
か
、

Ｐ
Ｃ
教
室
も
な
い
時
代
で
あ
っ
た
。
こ
の

会
報
を
受
け
取
っ
て
い
る
多
く
の
卒
業
生

に
と
っ
て
も
、
こ
の
部
署
を
契
機
に
学
生

時
代
へ
の
郷
愁
を
覚
え
る
方
は
多
く
な
い

で
あ
ろ
う
と
思
う
。

こ
の
よ
う
な
私
に
、
今
回
、
松
苓
会
事

務
局
か
ら
情
報
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
の
寄

稿
依
頼
が
あ
っ
た
の
は
、
大
学
職
員
と
し

て
入
職
し
た
後
、
情
報
セ
ン
タ
ー
管
理
室

長
を
６
年
ほ
ど
務
め
た
縁
に
よ
る
も
の
と

の
こ
と
で
あ
っ
た
。
着
任
初
年
度
は
、
平

成
19
（
２
０
０
７
）
年
で
あ
っ
た
と
記
憶

し
て
い
る
の
で
、
情
報
セ
ン
タ
ー
史
の
中

で
ち
ょ
う
ど
中
間
期
に
関
わ
っ
て
い
た
こ

と
に
な
る
。

情
報
セ
ン
タ
ー
は
、
１
９
９
９
年
に
沼

南
校
舎
（
現
、
柏
キ
ャ
ン
パ
ス
）
１
号
館

に
設
置
さ
れ
、
発
足
に
際
し
初
代
セ
ン
タ

ー
長
の
福
井
実
国
際
政
治
経
済
学
部
教
授

が
尽
力
さ
れ
た
と
聞
い
て
い
る
。
ま
た
、

初
代
の
室
長
は
、
井
上
和
男
就
職
部
長
が

兼
務
で
執
務
を
と
ら
れ
て
い
た
。
当
時
の

私
は
沼
南
校
舎
で
別
部
署
に
勤
務
し
て
い

た
が
、
近
い
将
来
情
報
セ
ン
タ
ー
に
関
わ

る
こ
と
に
な
る
と
は
思
い
も
寄
ら
な
か
っ

た
。私

が
着
任
し
た
平
成
19
（
２
０
０
７
）

年
度
は
、
岩
崎
愛
一
国
際
政
治
経
済
学
部

教
授
が
２
０
０
５
年
か
ら
第
５
代
の
セ
ン

タ
ー
長
に
就
任
さ
れ
て
い
て
２
年
間
を
ご

一
緒
し
、
次
に
山
口
直
孝
文
学
部
教
授
が

第
６
代
セ
ン
タ
ー
長
と
し
て
着
任
さ
れ
、

平
成
24
（
２
０
１
２
）
年
度
ま
で
の
４
年

間
業
務
に
あ
た
り
ご
指
導
を
い
た
だ
い

た
。私
が
管
理
室
長
を
務
め
た
約
６
年
間
、

情
報
セ
ン
タ
ー
を
無
事
に
運
営
で
き
た
の

は
両
先
生
の
ご
協
力
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ

り
、
こ
の
場
を
借
り
あ
ら
た
め
て
御
礼
申

し
上
げ
た
い
。

日
本
で
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
普
及
を
少

し
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
１
９
８
０
年
代

に
は
本
格
運
用
さ
れ
て
お
り
、
１
９
８
７

年
に
、
学
術
情
報
セ
ン
タ
ー
（
Ｎ
Ａ
Ｃ
Ｓ

Ｉ
Ｓ
、現:

国
立
情
報
学
研
究
所
）に
よ
り
、

研
究
組
織
間
に
お
け
る
学
術
情
報
の
提
供

を
目
的
と
し
て
、
学
術
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
（
Ｎ
Ａ
Ｃ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
の

運
用
が
開
始
さ
れ
た
。
こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
は
後
に
Ｓ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
と
名
称
を
変
え
て

発
展
し
、
二
松
学
舎
大
学
も
情
報
セ
ン
タ

ー
開
設
に
合
わ
せ
て
、
こ
の
Ｓ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｔ

に
接
続
し
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
を
開
始

し
た
。
当
時
の
一
般
用
通
信
イ
ン
フ
ラ
は

電
話
回
線
を
使
用
し
て
い
た
た
め
、
通
信

速
度
等
に
制
限
が
あ
り
、
ま
た
プ
ロ
バ
イ

ダ
契
約
も
必
要
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
Ｓ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
Ｔ
を
利
用
で
き
る
こ
と
で
本
学
の
教

育
研
究
環
境
は
大
き
く
向
上
し
た
と
い
え

る
。情

報
セ
ン
タ
ー
発
足
時
点
で
は
、
沼
南

校
舎
に
の
み
Ｐ
Ｃ
教
室
が
あ
る
状
況
で
あ

っ
た
が
、
九
段
キ
ャ
ン
パ
ス
に
新
校
舎
が

竣
工
し
た
２
０
０
４
年
に
は
、
Ｐ
Ｃ
教
室

は
九
段
キ
ャ
ン
パ
ス
に
３
つ
、
柏
キ
ャ
ン

パ
ス
に
は
４
つ
を
配
置
し
授
業
等
に
活
用

さ
れ
て
い
た
。

情
報
セ
ン
タ
ー
の
主
要
な
業
務
と
し
て

は
、
こ
れ
ら
パ
ソ
コ
ン
教
室
と
大
学
内
の

パ
ソ
コ
ン
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続

す
る
通
信
回
線
の
管
理
運
用
と
保
守
が
あ

っ
た
。
現
代
で
は
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
や
５
Ｇ
な

ど
通
信
回
線
技
術
革
新
や
、
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
や
ダ
ブ
レ
ッ
ト
Ｐ
Ｃ
が
身
近
に
も
の

に
な
っ
て
い
る
が
、
情
報
セ
ン
タ
ー
が
開

設
さ
れ
た
時
代
は
ま
だ
光
回
線
も
高
価

で
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
や
パ
ソ
コ
ン
設
備
に

も
高
額
な
費
用
が
必
要
と
さ
れ
て
い
た
。

そ
の
た
め
、
国
か
ら
の
補
助
金
制
度
が
設

け
ら
れ
て
お
り
、
各
大
学
は
こ
の
制
度
を

活
用
し
て
パ
ソ
コ
ン
機
器
や
通
信
回
線
を

整
備
し
、教
育
研
究
環
境
を
整
え
て
い
た
。

本
学
に
情
報
セ
ン
タ
ー
と
い
う
組
織
が
学

長
直
轄
の
教
育
研
究
組
織
と
し
て
編
成
さ

れ
た
理
由
に
は
、
助
成
対
象
を
教
育
・
研

究
の
用
途
に
限
る
補
助
金
制
度
と
も
関
り

が
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
な
お
、
助
成
が

あ
る
と
い
っ
て
も
経
費
の
多
く
は
本
学
予

算
か
ら
支
出
で
あ
る
た
め
、
パ
ソ
コ
ン
機

器
の
リ
ー
ス
更
新
の
時
期
に
は
、
幾
度
も

打
ち
合
わ
せ
を
重
ね
て
、
費
用
対
効
果
に

最
も
優
れ
た
リ
プ
レ
ー
ス
計
画
策
定
に
あ

た
っ
て
い
た
こ
と
を
、
こ
の
原
稿
を
書
き

な
が
ら
懐
か
し
く
思
い
出
し
た
。

ま
た
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
の
発
行
も
情

報
セ
ン
タ
ー
で
行
っ
て
い
た
。
大
学
の
ア

カ
デ
ミ
ッ
ク
ド
メ
イ
ン
（
＠
～
ａ
ｃ
．
ｊ

ｐ
）
で
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
入
学
後
に

配
付
し
、
当
初
は
在
学
中
の
み
利
用
が
可

能
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
メ
ー
ル
サ
ー
バ

の
変
更
等
も
あ
り
、
私
が
情
報
セ
ン
タ
ー

を
離
れ
た
後
、
平
成
25
（
２
０
１
３
）
年

度
卒
業
生
か
ら
卒
業
後
も
継
続
利
用
が
可

能
と
な
り
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

通
信
技
術
や
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
の
進
化

の
ス
ピ
ー
ド
に
目
ま
ぐ
る
し
さ
を
感
じ
る

方
も
い
る
一
方
で
、
最
近
で
は
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
環
境
が
整
っ
た
時
代
に
誕
生
し

た
人
を
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
、
さ
ら
に
デ
ジ

タ
ル
化
が
当
た
り
前
と
な
っ
て
か
ら
誕
生

し
た
人
を
Ｚ
世
代
と
分
類
す
る
こ
と
を
見

聞
き
す
る
機
会
が
増
え
た
。
労
働
市
場
で

は
２
０
２
５
年
に
は
労
働
人
口
の
約
半
数

を
こ
れ
ら
の
世
代
が
占
め
る
と
も
言
わ
れ

て
い
る
が
、
現
役
大
学
生
の
Ｚ
世
代
化
は

完
了
し
、
本
学
で
は
２
０
２
１
年
度
入
学

生
か
ら
一
人
に
一
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
Ｐ
Ｃ

貸
与
を
開
始
し
た
。
こ
の
デ
ジ
タ
ル
化
世

代
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
担
う
現
在
の
部
署
（
情
報

シ
ス
テ
ム
管
理
室
）
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
対
策
関
連
で
も

多
く
の
要
望
に
対
応
し
て
い
て
、
大
変
な

ご
苦
労
を
さ
れ
て
い
る
。
現
下
の
コ
ロ
ナ

禍
で
は
大
き
な
声
を
だ
す
こ
と
は
憚
ら
れ

る
の
で
、
こ
の
誌
面
か
ら
エ
ー
ル
を
送
り

た
い
。�

�

（
大
学
改
革
推
進
課
長
）

二
松
学
舎
大
学
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
部
門
の
変

遷
・
情
報
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

事
務
組
織
の
思
い
出
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中
山
幸
男
（
信
龍
）
氏
（
46
文
）

『
筆
文
字
の
文
化
史　

書
を
楽
し
む
』

を
刊
行

文
学
部
中
国
文
学
科
を
１
９
７
８
（
昭

和
53
）
年
3
月
に
卒
業
さ
れ
た
中
山
幸
男

（
信
龍
）
さ
ん
が
リ
ン
ク
ス
出
版
か
ら
『
筆

文
字
の
文
化
史　

書
を
楽
し
む
』
を
本
年

（
２
０
２
２
年
）
1
月
に
出
版
さ
れ
ま
し

た
。
本
書
執
筆
の
意
図
を
、「
書
写
書
道

の
現
場
か
ら
み
た
、『
楽
し
く
・
わ
か
り

や
す
く
書
道
文
化
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
の

で
き
る
『
う
ん
ち
く
教
材
』
を
作
ろ
う
と

思
い
立
ち
3
年
を
か
け
て
作
成
し
た
と
述

べ
て
い
ま
す
。

本
書
は
第
３
章
か
ら
な
り
、
第
１
章
は

日
本
の
「
筆
文
字
文
化
」（
11
話
）、
第
２

章
は
現
代
か
ら
探
る「
筆
文
字
の
文
化
史
」

（
大
和
時
代
か
ら
江
戸
時
代
ま
で
13
話
）、

第
３
章
は
近
代
日
本
の
「
筆
文
字
の
文
化

史
」（
明
治
以
降
13
話
）
で
構
成
さ
れ
、

最
後
に
書
道
便
覧
を
付
し
て
い
る
。

中
山
さ
ん
は
、
本
学
卒
業
後
埼
玉
県
公

立
高
等
学
校
芸
術
科
（
書
道
）
の
教
諭
、

教
頭
、
校
長
を
務
め
ら
れ
、
定
年
退
職
後

卒
業
生
だ
よ
り

落
語
家
・
柳
亭
燕
三
師
匠
（
73
文
）

母
校
で
公
演

２
０
０
５
（
平
成
17
）
年 

3
月
文

学
部
中
国
文
学
科
卒
業
の
落
語
家
柳
亭

燕
三
（
り
ゅ
う
て
い
え
ん
ざ
）
師
匠
が

２
０
２
１
（
令
和
3
）
年
7
月
17
日
に
行

わ
れ
た
二
松
学
舎
大
学
人
文
学
会
第
122
回

大
会
で
古
典
落
語
『
蜘
蛛
駕
籠
（
く
も
か

ご
）』
と
文
学
部
中
川
桂
教
授
と
の
対
談

「
落
語
の
世
界
」
に
出
演
さ
れ
ま
し
た
。

本
年
4
月
開
設
さ
れ
る
歴
史
文
化
学
科
に

関
連
し
た
特
別
企
画
「
笑
い
の
歴
史
文
化

学
」
へ
の
参
加
で
し
た
。

柳
亭
燕
三
師
匠
は
、
本
学
卒
業
後
の

２
０
０
５
（
平
成
17
）
年
９
月
、
柳

亭
市
馬
に
入
門
。
前
座
名
は
「
市
丸
」。

２
０
０
９
年
6
月
21
日
、
二
ツ
目
昇
進
。

「
市
江
」

と
改
名
。

２
０
２
１

年
3
月
22

日
、
真
打

昇
進
、
柳

亭
燕
三
を

襲
名
。
主

な
持
ち
ネ

タ
は
、『
熊

の
皮
』『
し

の
字
嫌

い
』。

輝
き
を
も
う
一
度

埼
玉
県
新
座
市
教
育
長　

金
子
廣
志

教
員
は
今
、
最

も
困
難
な
時
代
を

生
き
て
い
る
。
文

部
科
学
省
が
教
員

の
思
い
を
広
く
発

信
す
る
た
め
に
始
め
た
ツ
イ
ッ
タ
ー
「
♯

教
師
の
バ
ト
ン
」
に
は
、
全
国
の
教
員
の

悲
痛
な
叫
び
が
つ
づ
ら
れ
て
い
る
。
教
育

に
対
す
る
ニ
ー
ズ
が
多
様
化
し
、
学
習
の

個
別
化
に
対
応
で
き
な
い
こ
と
に
起
因
す

る
苦
情
が
、
学
校
に
寄
せ
ら
れ
て
い
る
の

だ
。
そ
の
上
、
さ
ま
ざ
ま
な
業
務
が
追
い

打
ち
を
か
け
、
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ

ー
メ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｄ
Ｘ
）
に
後
れ
を
取
っ

た
職
場
で
は
、
紙
ベ
ー
ス
主
体
の
効
率
の

悪
い
業
務
が
日
常
と
な
っ
て
い
る
。

教
員
は
、
子
供
た
ち
の
個
人
情
報
を
多

岐
に
わ
た
っ
て
把
握
し
て
い
る
が
、
紙
ベ

ー
ス
故
に
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
に
は
相
当

気
を
使
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
成
績
表
を
紛

失
し
た
な
ど
と
い
う
事
故
が
時
々
報
道
さ

れ
る
が
、
学
校
現
場
の
Ｄ
Ｘ
が
い
か
に
遅

れ
て
い
る
か
を
物
語
っ
て
い
る
。
家
庭
に

持
ち
帰
っ
て
ま
で
仕
事
を
進
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
教
員
の
実
態
が
、
こ
こ
に
は
あ

る
。
行
政
も
管
理
職
も
「
優
し
さ
」
に
欠

け
て
は
い
な
い
か
、
こ
の
種
の
事
故
が
報

道
さ
れ
る
た
び
に
私
は
そ
う
思
う
。

教
員
の
不
祥
事
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い

こ
と
だ
が
、
起
こ
っ
た
こ
と
を
糾
弾
す
る

だ
け
で
は
何
の
解
決
に
も
な
ら
な
い
。
多

く
の
善
良
な
教
員
が
、
肩
身
の
狭
い
思
い

は
、
埼
玉
県
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
教
員
研

修
担
当
と
し
て
勤
務
。
埼
玉
県
高
等
学
校

書
道
教
育
研
究
会
元
会
長
・
顧
問
、
埼
玉

県
書
写
書
道
教
育
連
盟
元
会
長
、
顧
問
。

《
本
文
は
、時
事
通
信
社
の
教
育
紙
『
内

外
教
育
』
２
０
２
１
年
（
令
和
3
年
）
12

月
21
日
発
行
第
６
９
６
３
号
の
冒
頭
エ
ッ

セ
イ
「
ひ
と
こ
と
」
に
掲
載
さ
れ
た
も
の

で
す
。

金
子
廣
志
氏
は
、
昭
和
45
年
3
月
に
本

学
文
学
部
卒
業
（
38
文
）。
卒
業
後
同
年

4
月
か
ら
埼
玉
県
の
公
立
小
学
校
の
助
教

諭
・
教
諭
・
教
頭
・
校
長
を
経
て
、
平
成

15
年
4
月
埼
玉
県
新
座
市
教
育
委
員
会
事

務
局
学
校
教
育
部
長
（
平
成
18
年
4
月
ま

で
）。
平
成
18
年
4
月
新
座
市
教
育
委
員

会
教
育
長
に
就
任
、
現
在
に
至
る
。》

を
し
、
襲
っ
て
く
る
閉へ

い

塞そ
く

感
と
闘
わ
ね
ば

な
ら
な
く
な
っ
て
い
る
。
一
番
心
配
な
の

は
、
教
員
が
持
っ
て
い
る
高
い
志
と
誇
り

が
揺
ら
ぎ
始
め
て
い
る
こ
と
だ
。
社
会
的

ス
テ
ー
タ
ス
の
凋ち

ょ
う
ら
く落
も
心
配
だ
。

欧
米
諸
国
の
教
員
の
ス
テ
ー
タ
ス
は
、

ど
の
国
も
高
い
。
米
国
は
、
教
員
の
待
遇

が
良
い
と
は
言
え
な
い
が
、
社
会
的
ス
テ

ー
タ
ス
は
高
い
。
テ
ネ
シ
ー
州
の
街
を
歩

い
て
い
る
時
、
店
の
看
板
に
「T

eacher 
A

ppreciation

」
と
書
か
れ
て
い
た
。
５

月
（
米
国
で
は
学
年
末
）
は
教
員
へ
の
感

謝
の
月
間
で
、
教
員
に
は
感
謝
の
割
引
を

す
る
と
い
う
の
だ
。
さ
ら
に
、
保
護
者
や

子
供
た
ち
は
、
教
員
に
感
謝
の
気
持
ち
を

表
す
た
め
、
手
紙
を
書
く
と
い
う
。
か
つ

て
日
本
も
こ
う
い
う
時
代
が
あ
っ
た
。
教

員
の
仕
事
が
映
画
に
も
な
り
、
多
く
の
人

た
ち
の
感
動
を
呼
ん
だ
。
そ
う
い
う
時
代

を
取
り
戻
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ

て
い
る
。
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實
事
求
是

金
井　

康
（
41
文
）

加
藤
常
賢
教
授

（
学
長
）
の
こ
と
を

思
い
出
し
た
。『
漢

字
の
起
源
』（
初

版
昭
和
45
年
）
出

版
翌
月
の
１
月
22
日
、
２
階
の
学
長
室
に

伺
い
、
中
扉
に
、
直
筆
の
御
詞
と
落
款
を

戴
い
た
。

　

實
事
求
是　
　

維
軒
生
印

　

金
井
康
仁
兄

先
生
の
講
義
は
、
短
軀
な
が
ら
覇
気
が

あ
っ
た
。
学
問
を
妨
げ
る
も
の
は
先
入
観

だ
、と
教
え
ら
れ
た
。時
折
の
雑
談
で
、「
史

料
編
纂
所
は
ア
カ
の
巣
窟
だ
よ
」
と
話
さ

れ
た
。
レ
ッ
ド
パ
ー
ジ
の
話
で
は
な
い
。

従
兄
が
籍
を
置
く
機
関
で
も
あ
り
、
真
意

を
量
り
か
ね
た
。『
大
日
本
史
料
』
の
刊

行
を
目
的
と
す
る
編
纂
所
で
あ
る
。
当
時

は
唯
物
史
観
盛
行
の
頃
で
あ
る
。
巣
窟
か

否
か
は
別
と
し
て
、
社
会
的
時
代
的
背
景

は
否
め
ま
い
。
か
の
『
大
日
本
史
』（
紀

伝
体
・
漢
文
）
も
、
朱
子
学
を
政
事
の
基

本
に
置
い
た
幕
府
の
影
は
免
れ
な
い
。

史
料
蒐
集
編
纂
の
最
大
の
障
碍
は
特
定

の
思
想
・
史
観
に
囚
わ
れ
る
こ
と
、
と
先

会
員
か
ら
の
便
り

生
は
認
識
さ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
年
を

経
て
、
そ
う
思
う
。
古
漢
字
・
漢
語
の
精

密
な
分
析
に
よ
り
、
中
国
の
古
代
家
族
制

度
を
究
明
さ
れ
た
先
生
の
視
座
は
こ
こ
に

あ
っ
た
。
常
識
や
思
想
に
よ
る
バ
イ
ア
ス

が
掛
か
れ
ば
、
真
贋
を
見
極
め
る
研
究
者

の
眼
も
偏
る
。
焚
書
坑
儒
の
ご
と
き
愚
を

招
き
か
ね
な
い
。「
實
事
求
是
」
こ
そ
が

学
問
だ
、
と
学
生
に
伝
え
た
か
っ
た
の
だ

ろ
う
。
學
而
不
思
則
罔
。
学
問
は
未
来
世

界
を
照
ら
す
自
覚
を
以
て
せ
よ
、
と
い
う

こ
と
だ
。

先
生
は
満

84
歳
も
間
近

の
昭
和
53
年

８
月
３
日
逝

去
さ
れ
た
。

９
月
10
日
大

学
葬
が
執
り
行
わ
れ
た
。
二
松
學
舍
で
の

９
年
の
課
程
を
了
え
て
、
高
校
の
専
任
と

し
て
採
用
さ
れ
た
年
の
こ
と
だ
っ
た
。

縁
あ
り
、
校
務
の
傍
ら
帰
宅
後
は
辞
書

執
筆
に
関
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
。『
チ
ャ

レ
ン
ジ
小
学
漢
字
辞
典
』（
初
版
昭
和
60

年
）
に
は
執
筆
陣
に
西
敏
・
羽
柴
弘
両
氏

の
名
も
あ
る
。
今
な
お
書
店
に
並
ぶ
。

次
が
『
簡
明
漢
和
字
典
』（
初
版
平
成

４
年
）
で
、
執
筆
陣
に
石
川
三
佐
男
・
家

井
真
・
井
上
和
男
・
大
地
武
雄
・
川
久
保

廣
衛
・
西
敏
・
平
光
慎
思
郎
・
横
須
賀
司
久
・

吉
崎
一
衛
諸
氏
の
名
が
並
ぶ
。
解
字
は
加

藤
常
賢
博
士
の
研
究
成
果
を
基
と
す
る
こ

と
が
方
針
と
さ
れ
た
。『
漢
字
の
発
掘
』（
初

版
昭
和
46
年
）
と
『
角
川
字
源
辞
典
』（
初

版
昭
和
47
年
・
第
二
版
昭
和
58
年
）
も
座

右
に
置
い
た
。
私
の
担
当
は
語
義
の
執
筆

だ
っ
た
が
、
時
代
に
対
応
す
べ
く
現
代
中

国
音
（
拼ピ

ン

音イ
ン

）
と
Ｊ
Ｉ
Ｓ
コ
ー
ド
を
加
え

る
提
案
を
し
た
覚
え
が
あ
る
。

実
を
求
め
、
語
感
を
磨
き
推
敲
を
重
ね

る
日
々
で
あ
っ
た
。

藤
塚
鄰
博
士
と

加
藤
常
賢
先
生
の
一
端二

上
久
芳
（
44
文
）

地
元
紙『
河
北
新
報
』２
０
２
１
年（
令

和
３
年
）
５
月
19
日
（
水
）
号
に
〔
奥
州
・

前
沢
出
身　

中
国
哲
学
研
究
者　

藤
塚
鄰

の
功
績
知
っ
て
―
親
族
が
顕
彰
会
設
立
へ

―
〕
と
い
う
見
出
し
の
記
事
が
載
っ
た
。

そ
こ
に
は
藤
塚
鄰
（
ち
か
し
）
の
紹
介
と

会
設
立
の
主
旨
が
記
し
て
あ
っ
た
。

「
藤
塚
は
奥
州
市
前
沢
の
佐
々
木
家
に

生
ま
れ
、
塩
釜
神
社
（
塩
釜
市
）
の
神
職

藤
塚
家
の
養
子
と
な
っ
た
。
第
二
高
等
学

校
（
旧
制
二
高
・
現
東
北
大
）
を
卒
業
後
、

東
京
帝
大
で
中
国
哲
学
を
専
攻
し
た
。

日
本
統
治
下
に
あ
っ
た
京
城
（
現
在
の

ソ
ウ
ル
）
の
京
城
帝
大
で
教
授
を
務
め
、

昭
和
天
皇
に
漢
書
を
進
講
し
た
こ
と
も
あ

っ
た
。

京
城
帝
大
時
代
は
現
地
の
書
画
の
芸

術
的
価
値
を
高
く
評
価
し
、
収
集
し
た
。

後
に
韓
国
の
国
宝
と
な
る
絵
画
「
歳
寒

図
」（
金
正
喜

作
）
を
東
京

に
持
ち
帰
り
、

１
９
４
４
年

に
韓
国
側
に

無
償
で
譲
っ
た
逸
話
が
残
る
。
こ
の
こ
と

か
ら
近
年
、韓
国
で
再
評
価
さ
れ
て
い
る
。

戦
争
末
期
に
は
前
沢
に
疎
開
し
て
お

り
、「
歳
寒
図
」
の
複
製
品
や
「
素
軒
」

の
号
に
よ
る
自
ら
の
書
な
ど
を
親
戚
宅
に

残
し
て
い
る
。
大
東
文
化
学
院
（
現
大
東

文
化
大
）
の
総
長
だ
っ
た
。
69
歳
で
死
去

し
た
。」
と
あ
り
、
藤
塚
の
姉
の
や
し
ゃ

ご
に
当
た
る
高
橋
竜
太
郎
さ
ん
（
62
）
が

顕
彰
会

の
発
起

人
代
表

と

な

り
、
資

料
や
話

を
集
め

た
い
と
し
て
い
る
。

私
は
こ
れ
を
読
ん
で
す
ぐ
頭
に
浮
ん
だ

の
が
『
論
語
総
説
』
の
加
藤
常
賢
先
生
の

序
と
、
嗣
子
明
直
氏
の
後
記
で
あ
る
。
序

に
は
、

１
、『
論
語
』
は
博
士
が
一
生
を
通
じ
て

究
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
。

２
、
そ
の
学
問
は
清
朝
考
証
学
の
「
実
事

求
是
」
の
実
証
的
精
神
で
あ
り
、
空
疎

な
虚
説
を
排
斥
さ
れ
た
こ
と
。

３
、
そ
の
た
め
、
既
存
文
献
の
蒐
集
は
膨

大
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
。

４
、
加
藤
先
生
は
博
士
に
親
炙
し
、
眷
顧

を
蒙
る
こ
と
多
年
で
あ
り
、
博
士
に
研

究
成
果
を
ま
と
め
て
発
表
さ
れ
る
こ
と

を
熱
願
し
た
が
、
完
璧
を
期
さ
れ
た
た

め
に
、
簡
単
に
著
述
を
了
解
さ
れ
な
か

っ
た
こ
と
。

５
、
昭
和
23
年
（
１
９
４
８
年
）、
弘
文

加藤常賢博士

藤塚鄰博士
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堂
の
奨
め
に
よ
っ
て
出
版
を
決
意
さ
れ

た
が
、
初
夏
、
病
（
胃
癌
だ
っ
た
と
い

う
）
を
得
、
嗣
子
の
助
け
に
よ
っ
て
校

正
に
従
事
な
さ
れ
た
が
、
病
、
日
に
日

に
重
く
な
り
、
校
了
を
待
た
ず
し
て
12

月
24
日
に
亡
く
な
ら
れ
た
こ
と
。

要
約
す
れ
ば
以
上
で
あ
る
が
、
嗣
子
の

後
記
に
は
、
博
士
は
、
12
月
中
旬
重
体
に

陥
る
に
及
ん
で
、
直
ち
に
校
正
の
続
行
と

序
文
を
加
藤
先
生
に
依
頼
す
る
こ
と
を
告

げ
、
臨
終
の
日
に
加
藤
先
生
は
そ
の
然
諾

を
藤
塚
博
士
に
伝
え
ら
れ
た
と
あ
る
。
か

く
し
て
、
昭
和
24
年
（
１
９
４
９
年
）
の

３
月
21
日
、
嗣
子
明
直
氏
が
後
記
を
書

き
、
５
月
15
日
に
初
版
発
行
を
み
た
の
で

あ
る
。

『
論
語
総
説
』
に
は
こ
の
よ
う
な
ド
ラ

マ
が
あ
り
、
私
は
胸
を
熱
く
さ
れ
る
の
で

あ
る
。

因
み
に
、藤
塚
博
士
は
大
正
15
年（
１
９
２

６
年
）
京
城
帝
大
教
授
に
就
任
、
加
藤
先

生
は
昭
和
３
年
（
１
９
２
８
年
）
同
大
助

教
授
と
し
て
着
任
し
、
そ
の
２
年
後
、
昭

和
５
年
（
１
９
３
０
年
）
北
京
に
留
学
さ

れ
て
い
る
の
で
、
京
城
帝
大
で
は
２
年
間

ご
一
緒
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
藤

塚
博
士
の
雅
号
が
新
聞
記
事
に
も
あ
る
通

り
「
素
軒
」
な
の
に
対
し
て
加
藤
先
生
は

「
維
軒
」
で
あ
り
、
こ
れ
は
清
朝
学
者
の

王
国
維
か
ら
採
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

河
北
新
報
の
記
事
に
触
発
さ
れ
、
以
上

の
こ
と
を
こ
こ
に
記
し
て
み
た
の
で
あ
る
。

（
尚
、
藤
塚
博
士
写
真
と
記
事
の
一
部

引
用
は
河
北
新
報
社
許
諾
済
）

「
学
恩
」
の
み
ち
び
き小金

澤　

豊
（
50
文
）

「
学
恩
」
と
い

う
言
葉
は
、
い
つ

の
こ
ろ
か
ら
使
わ

れ
だ
し
た
の
で
あ

ろ
う
か
。

『
広
辞
苑
』
に
は
「
学
問
上
の
教
え
を

受
け
た
恩
恵
」
と
あ
る
も
の
の
、『
大
漢

和
』に
も『
日
本
国
語
大
辞
典（
第
一
版
）』

に
も
見
あ
た
ら
な
い
。

学
部
在
籍
当
時
は
中
国
語
文
研
究
会
に

属
し
、
ま
た
、
野
村
邦
近
先
生
の
ゼ
ミ
一

期
生
と
し
て
、
中
国
語
を
中
心
に
生
活
が

回
っ
て
い
た
。
こ
の
４
年
間
の
蓄
積
が
、

２
年
前
に
定
年
を
迎
え
る
ま
で
埼
玉
県
公

立
中
学
に
奉
職
し
、
現
在
も
再
任
用
を
続

け
る
中
で
、
ど
れ
ほ
ど
拠
り
所
と
な
っ
た

も
の
で
あ
ろ
う
か
。

不
惑
の
時
分
に
は
、
勤
務
時
間
終
了
を

待
ち
な
が
ら
大
学
院
の
前
後
期
課
程
へ
５

年
間
通
学
。
石
川
忠
久
先
生
や
佐
藤
保
先

生
な
ど
の
薫
陶
を
受
け
、
研
究
活
動
の
い

ろ
は
の
階
梯
に
導
い
て
い
た
だ
く
こ
と
が

か
な
っ
た
。
再
来
し
た
学
生
気
分
に
高
揚

し
つ
つ
も
、
学
校
現
場
と
の
両
立
に
、
時

間
的
に
も
、
精
神
的
に
も
、
多
大
な
労
力

を
費
や
し
た
こ
と
を
思
い
出
す
。
ち
ょ
う

ど
大
学
を
挙
げ
て
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
事

業
に
取
り
組
ん
で
い
る
時
期
で
、
漢
文
教

育
研
究
班
に
携
わ
る
機
会
を
得
た
こ
と
を

記
憶
し
て
い
る
。

現
在
の
勤
務
地
で
あ
る
八
潮
市
は
、
生

涯
学
習
宣
言
都
市
の
側
面
を
持
つ
。
こ
の

地
で
社
会
人
対
象
の
論
語
講
座
と
漢
詩
講

座
を
開
講
。
学
校
勤
務
と
並
行
し
な
が
ら

の
こ
れ
ら
の
講
座
は
、
す
で
に
10
年
以
上

継
続
し
、
常
連
の
受
講
生
の
方
も
多
々
い

ら
っ
し
ゃ
り
、
そ
の
学
ぶ
姿
勢
か
ら
は
、

却
っ
て
私
の
方
が
、生
き
方
を
教
え
ら
れ
、

大
い
に
刺
激
さ
れ
て
い
る
。

他
方
で
は
、
全
国
漢
文
教
育
学
会
に
所

属
し
、
昨
年
か
ら
は
常
任
理
事
と
し
て
現

職
の
先
生
方
へ
の
研
修
会
等
の
企
画
運
営

に
携
わ
っ
て
い
る
。
学
会
編
と
し
て
出
し

た
児
童
生
徒
向
け
入
門
書
『
は
じ
め
て
で

あ
う
論
語
』『
声
に
出
そ
う
は
じ
め
て
の

漢
詩
』『
知
っ
て
お
き
た
い
教
科
書
に
出

て
く
る
故
事
成
語
』（
い
ず
れ
も
汐
文
社
）

の
執
筆
に
関
わ
れ
た
こ
と
も
、有
り
難
い
。

単
著
の
近
刊
と
し
て
は
『
子
ど
も
た
ち

に
詩
の
心
を
伝
え
る
講
話
』（
学
事
出
版
）

を
４
年
前
に
上
梓
。
若
手
教
員
た
ち
へ
の

支
援
の
一
助
と
な
る
こ
と
を
願
い
た
い
。

昨
年
来
、
思
い
が
け
ず
も
野
村
ゼ
ミ
の

オ
ン
ラ
イ
ン
同
窓
会
が
発
足
し
、
国
内
は

も
と
よ
り
、
ア
ジ
ア
各
地
に
駐
在
す
る
同

窓
た
ち
も
交
え
て
の
旧
交
を
温
め
ら
れ
て

い
る
こ
と
が
、
何
と
も
嬉
し
く
、
そ
し
て

頼
も
し
く
感
じ
ら
れ
る
。

「
学
恩
」
と
は
、
ま
こ
と
に
際
限
の
な

い
も
の
で
あ
る
。

コ
ロ
ナ
禍
で
変
わ
っ
た
こ
と

　

富
田
貴
広
（
65
政
）

私
が
１
９
９
７

年
に
大
学
を
卒
業

し
て
24
年
が
た
ち

ま
し
た
。
現
在
は

株
式
会
社
久
世
に

勤
務
し
て
お
り
、
採
用
活
動
を
含
め
て
人

事
全
般
の
業
務
に
従
事
し
て
お
り
ま
す
。

大
学
在
学
中
は
、
学
業
よ
り
、
サ
ー
ク

ル
活
動
と
ア
ル
バ
イ
ト
中
心
の
生
活
を
送

っ
て
お
り
ま
し
た
。
現
在
は
学
生
を
採
用

す
る
立
場
と
な
り
ま
し
た
が
、
当
時
は
就

職
活
動
も
ほ
と
ん
ど
お
こ
な
わ
ず
、
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
へ
事
務
職
員
と
し
て
入

職
い
た
し
ま
し
た
。
約
９
年
総
務
、経
理
、

人
事
労
務
を
担
当
し
、
そ
の
後
、
ド
ラ
ッ

グ
ス
ト
ア
に
転
職
し
採
用
業
務
に
携
わ

り
、
約
５
年
前
に
現
在
の
株
式
会
社
久
世

に
入
社
い
た
し
ま
し
た
。
従
っ
て
採
用
業

務
に
は
通
算
10
年
以
上
従
事
し
て
お
り
ま

す
。
現
在
の
会
社
に
入
社
し
て
か
ら
、
大

学
の
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
に
ご
挨
拶
に
訪

問
し
、
伺
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ

以
降
、
大
学
の
会
社
説
明
会
や
、
キ
ャ
リ

ア
セ
ン
タ
ー
主
催
の
二
松
学
舎
大
学
卒
業

生
採
用
担
当
者
研
究
交
流
会
に
参
加
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
私
は
大
学
生

活
中
、
就
職
活
動
を
ほ
と
ん
ど
行
っ
て
い

な
い
た
め
。
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
に
行
っ

た
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
、
現
在
の
状
況

は
不
思
議
な
感
じ
が
し
て
お
り
ま
す
。

こ
こ
数
年
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
で
新
卒
採
用
の
状
況
や
会
社
の

状
況
が
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。
採
用
活

動
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
化
が
進
み
、
仕
事
に

つ
い
て
も
テ
レ
ワ
ー
ク
と
い
っ
た
デ
ジ
タ

ル
化
が
進
み
、
大
き
く
変
化
い
た
し
ま
し

た
。
私
生
活
に
お
い
て
は
、
あ
ま
り
外
出

が
で
き
な
い
状
況
の
中
で
身
体
を
動
か
す

よ
う
に
と
思
い
、
自
転
車
に
乗
っ
た
り
、

ハ
イ
キ
ン
グ
に
行
っ
た
り
と
野
外
活
動
を
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行
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
特
に
3
年
位

前
に
健
康
管
理
の
一
環
と
し
て
行
い
始
め

た
ラ
ン
ニ
ン
グ
は
、
週
１
回
必
ず
行
っ
て

お
り
ま
す
。
コ
ロ
ナ
が
出
る
前
に
、
地
元

の
マ
ラ
ソ
ン
大
会
に
も
参
加
し
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
で
大
会
自
体
が
行
わ

れ
て
い
な
い
の
で
す
が
、
次
に
参
加
し
た

際
に
は
、
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
目
標
タ
イ
ム

の
1
時
間
30
分
以
内
で
完
走
で
き
る
よ
う

に
練
習
を
し
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
が
ま

だ
ま
だ
あ
り
ま
す
。
私
自
身
も
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
マ
イ
ナ
ス
の
こ

と
も
多
く
あ
り
ま
し
た
が
、
プ
ラ
ス
の
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。
い
ま
ま
で
、
仕
事
中

心
の
生
活
が
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
と
両
立
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
も
、
仕

事
も
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
も
共
に
充
実
さ
せ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

令
和
３
年
度
子
供
の
読
書
活
動
優
秀

実
践
校
文
部
科
学
大
臣
表
彰

久
保
善
啓
（
74
文
）

本
年
度
、
私
の

勤
め
る
千
葉
県
立

浦
安
高
等
学
校
が

標
記
の
表
彰
を
受

け
ま
し
た
。
活
動

内
容
は
、
国
語
総
合
と
い
う
科
目
を
４
単

位
か
ら
５
単
位
に
増
加
さ
せ
て
、
毎
週
一

回
、
必
ず
図
書
館
で
、
学
ぶ
技
術
を
向
上

さ
せ
る
た
め
の
授
業
を
行
う
と
い
う
も
の

で
す
。

な
ぜ
、
こ
の
よ
う
な
活
動
を
始
め
よ
う

と
考
え
た
の
か
と
い
う
と
、
そ
れ
は
人
は

社
会
に
出
た
時
に
、
自
身
の
力
で
学
び
、

社
会
と
共
に
成
長
す
る
必
要
が
あ
り
、
そ

こ
に
は
科
学
が
あ
る
と
考
え
た
か
ら
で

す
。こ

の
よ
う
に
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
き

っ
か
け
は
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
海
外
協
力
隊
に
参

加
し
た
経
験
が
元
に
な
っ
て
い
ま
す
。
現

在
の
勤
務
校
に
赴
任
す
る
前
、
現
職
教
員

参
加
制
度
を
活
用
し
て
、
約
２
年
間
、
中

央
ア
ジ
ア
に
あ
る
キ
ル
ギ
ス
共
和
国
で
教

育
活
動
に
携
わ
り
ま
し
た
。
こ
の
経
験
か

ら
、
日
本
の
学
校
教
育
は
普
遍
的
な
も
の

で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
日
本
の
形
で
あ
る

こ
と
に
改
め
て
気
付
き
ま
し
た
。そ
し
て
、

意
識
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
未
来
は
今
こ
の

時
に
生
き
て
い
る
私
た
ち
が
作
っ
て
い
る

の
だ
と
強
く
感
じ
ま
し
た
。
私
が
創
り
た

い
未
来
は
、
人
々
が
そ
れ
ぞ
れ
の
強
み
を

生
か
し
、
次
の
未
来
を
創
る
と
い
う
循
環

が
生
ま
れ
る
未
来
で
す
。そ
の
た
め
に
は
、

社
会
で
各
人
が
先
人
の
残
し
た
も
の
を
理

解
し
、
自
身
の
強
み
を
発
揮
す
る
た
め
に

学
ぶ
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
ま
し
た
。
そ

の
た
め
に
、
書
籍
を
活
用
す
る
こ
と
、
図

書
館
を
活
用
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、

科
学
が
あ
る
こ
と
に
辿
り
着
き
ま
し
た
。

今
回
の
表
彰
で
、
重
要
な
こ
と
は
、
組

織
と
し
て
表
彰
を
受
け
た
こ
と
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。教
育
が
発
展
す
る
に
つ
れ
て
、

高
度
化
、
細
分
化
が
起
こ
り
ま
す
。
よ
り

良
い
教
育
活
動
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、

教
育
者
が
連
携
し
、
組
織
的
に
対
応
す
る

こ
と
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
必
要
で
す
。

こ
の
組
織
的
に
対
応
す
る
た
め
の
技
術

を
得
る
た
め
に
、
働
き
な
が
ら
グ
ロ
ー
ビ

ス
経
営
大
学
院
の
修
士
課
程
で
経
営
管
理

を
学
び
ま
し
た
。
今
回
の
表
彰
さ
れ
た
取

組
を
通
し
、
使
い
方
と
場
面
を
見
極
め
れ

ば
、
科
学
は
役
立
つ
と
実
感
し
ま
し
た
。

二
松
學
舍
大
学
の
卒
業
生
は
教
育
業
界

で
活
躍
し
て
い
る
方
々
や
教
育
に
関
心
の

あ
る
方
が
多
い
と
思
い
ま
す
。
是
非
、
一

緒
に
教
育
で
明
る
く
楽
し
い
社
会
を
創
っ

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

少
年
の
日
の
夢
は
続
く
…

佐
藤
恵
一
（
83
文
）

２
０
１
５
年
３

月
に
卒
業
し
、
全

日
本
プ
ロ
レ
ス
に

入
門
、
デ
ビ
ュ

ー
。
今
年
で
７
年

目
（
今
は
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
の
プ
ロ
レ
ス
ラ

ー
で
す
）。

二
松
學
舍
か
ら
プ
ロ
レ
ス
？　

と
少
し

で
も
興
味
を
持
っ
て
く
れ
た
ら
嬉
し
い
で

す
。
何
を
書
こ
う
か
と
模
索
し
た
の
で
す

が
、
格
好
つ
け
た
事
は
書
け
な
い
の
で
、

今
日
ま
で
ど
ん
な
生
活
を
し
て
き
た
か
、

素
直
に
思
っ
て
い
る
事
を
そ
の
ま
ま
書
い

て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

プ
ロ
レ
ス
ラ
ー
に
な
ろ
う
と
思
っ
た
の

は
小
学
３
年
生
の
頃
。
周
り
の
友
達
が
戦

隊
モ
ノ
や
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
に
ハ
マ
っ
て
い

た
頃
、
プ
ロ
レ
ス
ラ
ー
は
私
に
と
っ
て
の

ヒ
ー
ロ
ー
で
し
た
。
１
歳
の
頃
か
ら
水
泳

を
12
年
間
、
小
学
校
か
ら
高
校
ま
で
は
野

球
を
12
年
間
。
学
生
当
時
は
や
っ
て
い
る

競
技
で
将
来
は
…
と
意
気
込
ん
で
い
た
も

の
の
。
気
付
け
ば
小
学
校
の
卒
業
文
集
に
、

将
来
は
プ
ロ
レ
ス
ラ
ー
に
な
っ
て
有
名
に

な
っ
て
…
み
た
い
な
事
を
書
い
て
い
ま
し

た
。
当
時
私
の
夢
を
笑
っ
て
い
た
同
級
生

や
大
人
達
が
今
の
私
を
見
て
ど
う
思
う
か
、

非
常
に
興
味
が
あ
り
ま
す
。
ま
あ
こ
こ
が

今
生
き
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
っ
た
り

し
ま
す
。
小
学
生
だ
っ
た
少
年
佐
藤
恵
一

も
そ
ん
な
人
ら
に
心
底
腹
が
立
っ
て
い
た

と
、
今
で
も
深
く
覚
え
て
い
ま
す
（
笑
）。

私
よ
り
も
上
の
世
代
の
方
な
ら
プ
ロ
レ

ス
が
ど
ん
な
も
の
か
ご
存
知
の
方
も
多
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
所
謂
昭
和
の

プ
ロ
レ
ス
の
イ
メ
ー
ジ
を
持
た
れ
て
い
る

方
に
は
特
に
。
ま
た
、
触
れ
た
こ
と
の
な

い
方
に
は
今
の
プ
ロ
レ
ス
、
一
度
見
て
い

た
だ
き
た
い
。
私
自
身
、
見
て
い
た
プ
ロ

レ
ス
と
、実
際
に
生
業
に
す
る
プ
ロ
レ
ス
、

考
え
が
真
逆
に
な
り
ま
し
た
。
決
し
て
安

く
な
い
チ
ケ
ッ
ト
を
買
っ
て
頂
い
て
、
会

場
に
足
を
運
ん
で
く
だ
さ
る
お
客
様
が
い

て
、
我
々
は
明
日
を
生
き
て
い
ま
す
。
そ

の
お
客
様
の
為
に
一
瞬
一
秒
そ
の
瞬
間
に

何
が
で
き
る
の
か
、
知
れ
ば
知
る
ほ
ど
や

め
ら
れ
な
い
、
シ
ン
プ
ル
な
言
葉
を
使
い

ま
す
が
、
楽
し
い
で
す
。

昨
年
夏
、
試
合
中
に
脛
骨
を
折
る
怪
我

を
し
て
手
術
し
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
突

き
詰
め
て
い
き
た
い
職
業
で
す
。

昨
年
は
母
校
の
正
則
学
園
高
校
の
体
育

館
に
リ
ン
グ
を
作
り
、
生
徒
達
に
プ
ロ
レ

ス
を
見
て
も
ら
い
ま
し
た
（
Ｙ
ｏ
ｕ 

Ｔ
ｕ

ｂ
ｅ
に
ア
ー
カ
イ
ブ
が
乗
っ
て
い
る
の
で

是
非
）。
リ
ン
グ
か
ら
見
た
生
徒
達
の
あ

の
目
に
感
動
。

こ
れ
を
読
ん
で
く
だ
さ
っ
た
皆
様
に
も
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自
信
を
持
っ
て
お
届
け
し
た
い
な
あ
。
そ

ん
な
機
会
を
何
方
か
作
り
ま
せ
ん
か
？　

な
ん
て
言
っ
て
み
た
り
。

私
の
今
の
夢
や
、
皆
様
に
伝
え
た
い

こ
と
、
ほ
ん
の
一
部
し
か
伝
え
ら
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。
近
況
はInstagram

（@
keiichioffi

cial

）
に
載
せ
て
い
ま
す
。
こ

の
続
き
が
ま
た
ど
こ
か
で
あ
る
事
を
願
い

ま
し
て
、
締
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ど
ん
な
状
況
も
「
楽
し
む
」

飛
田
佳
於
里
（
86
文
）

私
は
２
０
１
８

年
に
卒
業
し
、
現

在
、
タ
ニ
コ
ー
株

式
会
社
に
勤
務
し

て
お
り
ま
す
。
こ

の
会
社
は
、飲
食
店
や
ホ
テ
ル
な
ど
「
食
」

を
提
供
す
る
場
所
に
存
在
す
る
業
務
用
の

厨
房
機
器
を
、
製
造
か
ら
販
売
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
ま
で
ト
ー
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る

会
社
で
す
。
新
卒
入
社
か
ら
現
在
ま
で
人

事
部
に
て
働
い
て
い
ま
す
。
現
在
、
主
に

新
卒
採
用
の
業
務
を
行
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
二
松
學
舍
大
学
に
関
わ
る
機
会
は
多

く
あ
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
な
り
、
現

在
は
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
説
明
会
や
Ｎ
Ｅ
Ｗ

（
卒
業
生
採
用
担
当
者
研
究
交
流
会
）
で

交
流
す
る
場
面
が
多
く
、
縁
あ
っ
て
今
回

も
こ
の
会
報
に
寄
稿
す
る
運
び
と
な
り
ま

し
た
。
今
回
の
寄
稿
に
あ
た
り
何
を
書
こ

う
か
悩
み
ま
し
た
。
考
え
た
結
果
、
勤
務

し
て
4
年
が
経
過
し
よ
う
と
し
て
お
り
ま

す
が
、
振
り
返
る
機
会
は
中
々
な
か
っ
た

の
で
大
学
生
活
か
ら
入
社
し
現
在
に
至
る

ま
で
、
簡
単
に
振
り
返
っ
て
み
た
い
と
思

い
ま
す
。

文
学
部
へ
入
学
し
、
3
年
生
か
ら
は
近

現
代
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
を
専
攻
、「
食
べ
る

こ
と
が
好
き
」
と
い
う
理
由
で
当
社
の

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
も
参
加
し
ま
し

た
。
4
年
生
で
は
教
育
実
習
へ
行
き
ま
し

た
。
当
時
は
映
画
や
ド
ラ
マ
、
演
劇
、
音

楽
等
が
好
き
だ
っ
た
為
、
教
員
で
は
な
く

エ
ン
タ
メ
関
連
の
仕
事
に
就
き
た
い
な
と

漠
然
と
し
た
思
い
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
教
育
実
習
・
就
職
活
動
を
通
し
、
趣

味
と
仕
事
は
別
に
し
た
い
と
い
う
想
い
が

芽
生
え
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
参
加
し

た
当
社
を
思
い
出
し
入
社
試
験
に
臨
み
ま

し
た
。
社
内
の
雰
囲
気
の
良
さ
に
惹
か
れ

た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
気
付
け
ば
入
社

し
て
今
で
は
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
生
を
受

け
入
れ
る
側
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

大
学
で
学
ん
だ
言
葉
の
力
を
今
の
新
卒
採

用
で
活
か
せ
て
い
る
と
実
感
し
て
い
ま
す

し
、
趣
味
と
仕
事
を
両
立
し
な
が
ら
過
ご

す
こ
と
が
出
来
て
い
ま
す
。

大
学
時
代
、
楽
し
む
こ
と
を
モ
ッ
ト
ー

に
様
々
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
た
な

と
思
い
ま
す
。
就
職
活
動
は
悩
ん
だ
け
れ

ど
、
大
学
時
代
に
選
択
し
た
道
は
正
し
か

っ
た
と
今
の
私
が
証
明
し
て
い
る
気
が
し

ま
す
。
今
回
こ
の
よ
う
な
機
会
を
頂
き
振

り
返
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
限
ら
れ
た

日
々
が
続
き
ま
す
が
「
楽
し
む
」
気
持
ち

を
忘
れ
ず
、
日
々
の
業
務
や
プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
を
楽
し
く
過
ご
し
て
い
き
た
い
で
す
。

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加

宮
下
凌
輔
（
89
文
）

卒
業
し
て
か
ら

ま
だ
一
年
ほ
ど
し

か
経
っ
て
い
な
い

の
が
信
じ
ら
れ
な

い
ほ
ど
、
社
会
の

荒
波
に
も
ま
れ
て
い
ま
す
。
第
89
期
卒
業

生
の
宮
下
で
す
。
現
在
は
国
語
科
の
教
員

と
し
て
働
い
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
今
年
も
北
京
で
行
わ
れ
る
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
で
盛
り
上
が
っ
て
い
る
こ
と
で

す
が
、
昨
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
記

憶
に
新
し
い
こ
と
で
し
ょ
う
。
せ
っ
か
く

の
機
会
、
と
い
う
こ
と
で
実
は
私
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
し
て
お
り
ま
し

た
。
担
当
会
場
は
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
会
場
で

し
た
。
今
ま
で
縁
の
な
い
競
技
で
あ
っ
た

た
め
、
炎
天
下
に
砂
浜
に
立
た
さ
れ
た
ら

ど
う
し
よ
う
と
く
だ
ら
な
い
不
安
を
抱
え

て
お
り
ま
し
た
が
、
杞
憂
に
終
わ
り
、
会

場
運
営
の
中
枢
で
活
動
し
て
お
り
ま
し

た
。
誰
も
い
な
い
観
客
席
に
響
く
選
手
の

叫
び
声
（
？
）
と
、
弁
当
の
塩
辛
さ
が
非

常
に
印
象
深
く
残
っ
て
い
ま
す
。
現
在
も

続
く
（
こ
の
会
報
が
お
手
元
に
届
く
こ
ろ

に
は
落
ち
着
い
て
い
る
こ
と
を
願
い
ま
す

が
…
…
）
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、
運
営
に
関

し
て
は
賛
否
両
論
あ
っ
た
と
は
存
じ
ま
す

が
、
身
を
も
っ
て
体
験
し
た
う
え
で
言
わ

せ
て
い
た
だ
く
の
で
あ
れ
ば
、
良
い
経
験

が
出
来
た
、
の
一
言
に
尽
き
ま
す
。
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
辞
退
も
多
く
、
世
間
の
目
は

冷
た
い
印
象
を
受
け
ま
し
た
が
、
何
に
で

も
噛
み
つ
く
人
間
が
目
立
っ
た
結
果
か
と

思
い
ま
す
。

会
場
は
物
理
的
な
熱
と
精
神
的
な
熱
で

満
ち
て
お
り
、
口
々
に
「
こ
こ
に
観
客
が

い
た
ら
な
」
と
複
雑
な
愚
痴
を
こ
ぼ
す
の

を
私
も
ま
た
複
雑
な
気
持
ち
で
聞
い
て
お

り
ま
し
た
。

と
く
に
こ
れ
と
言
っ
て
オ
チ
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
社
会
人
一
年
目
と
し
て
漠
然
と

思
っ
た
こ
と
を
綴
り
ま
す
。
こ
の
会
報
を

読
ま
れ
る
方
は
様
々
な
年
代
の
方
が
い
ら

っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
が
、
特
に
今
年
卒

業
さ
れ
る
方
々
へ
。
偉
そ
う
に
申
し
上
げ

る
の
は
、
コ
ロ
ナ
で
様
々
な
愉
快
な
催
し

が
潰
え
、
大
学
生
活
の
ほ
と
ん
ど
を
乾
燥

し
た
流
れ
で
過
ご
さ
れ
て
き
た
と
は
思
い

ま
す
が
、
卑
屈
に
な
ら
ず
に
生
き
て
欲
し

い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
不
満
が
溜
ま
る
世

の
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
ぜ
ひ
色
々
試
し

て
み
て
、
や
っ
て
み
る
こ
と
で
わ
か
る
楽

し
さ
を
味
わ
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。
結
局
は
、
素
直
に
楽
し
ん
で
い
る

人
が
一
番
得
を
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
自
分
の
素
直
さ
を
誇
り
に
思
っ
て

い
ま
す
。
で
は
良
い
旅
を
。
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明
珠
在
掌

　
（
み
ょ
う
じ
ゅ 
た
な
ご
こ
ろ
に
あ
り
）

渡
邊
慈
江
（
45
文
）

昨
今
の
コ
ロ
ナ
禍
は
、
身
心
に
多
く
の

ス
ト
レ
ス
を
抱
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。
私

た
ち
は
そ
の
よ
う
な
環
境
下
で
、
ど
の
よ

う
に
考
え
、
ど
の
よ
う
に
生
き
て
い
け
ば

よ
い
の
だ
ろ
う
か
。

そ
こ
で
、私
は
原
稿
の
タ
イ
ト
ル
を「
明

珠
掌
に
在
り
」に
し
て
み
た
い
と
考
え
た
。

「
明
珠
」
と
は
、
計
り
知
れ
な
い
ほ
ど

価
値
の
あ
る
宝
を
い
う
。

「
掌
に
在
り
」
と
は
、
自
分
が
そ
の
宝

を
も
う
既
に
持
っ
て
い
る
。
自
分
の
掌
に

あ
る
の
だ
か
ら
探
さ
な
く
て
も
良
い
と
い

う
こ
と
だ
。

前
述
の
よ
う
に
、
私
た
ち
は
眉
間
に
シ

ワ
を
寄
せ
て
「
コ
ロ
ナ
禍
で
あ
れ
も
で
き

な
い
、
こ
れ
も
ダ
メ
。
ス
ト
レ
ス
、
ス
ト

レ
ス
」
と
嘆
い
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
そ

れ
が
現
実
で
あ
る
か
ら
、
仕
方
の
な
い
こ

と
だ
ろ
う
。

だ
が
、
そ

ん
な
自
分
を

一
旦
俯
瞰
し

て
み
る
と
、

自
分
の
望
み

通
り
に
な
ら

な
い
こ
と
ば

か
り
に
身
心

を
翻
弄
さ

れ
て
、「
大

切
な
宝
は
ど

こ
だ
」「
こ

こ
に
は
な
い

ん
じ
ゃ
な
い

か
」
と
、
宝

が
遠
く
に
あ

る
よ
う
に
思

い
、
探
し
回

っ
て
い
る
よ

う
に
思
う
。

宝
は
、
も

う
自
分
が
掴
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。「
今
、

息
を
し
て
い
る
」「
今
、
手
が
動
く
足
が

動
く
」。
私
た
ち
は
、
か
け
が
え
の
な
い

一
日
を
与
え
ら
れ
、
一
時
を
生
き
、
一
瞬

を
享
受
し
、
一
刹
那
を
精
い
っ
ぱ
い
呼
吸

し
て
い
る
。
こ
の
事
実
を
、
当
た
り
前
と

思
う
か
。「
明
珠
」
と
気
づ
く
か
。

そ
こ
で
、
私
は
こ
う
思
う
の
で
あ
る
。

こ
の
一
瞬
、
こ
の
一
時
、
こ
の
一
刹
那

を
、
命
い
っ
ぱ
い
に
生
き
て
み
よ
う
と
、

大
声
で
自
分
に
言
っ
て
み
た
ら
ど
う
だ
ろ

う
。自

分
と
い
う
「
明
珠
」
を
使
い
切
る
の

だ
と
、
自
分
に
「
宣
言
」
し
て
、
生
き
て

み
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
。

自
分
自
身
が
、「
明
珠
」
そ
の
も
の
な

の
だ
。

自
分
が
ど
ん
な
に
素
晴
ら
し
い
宝
「
明

珠
」
な
の
か
に
、
気
づ
か
な
く
て
ど
う
す

る
の
だ
と
。

そ
の
こ
と
に
、
ど
う
か
気
づ
い
て
ほ
し

い
。そ

し
て
、
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
を
、
皆
さ
ま

が
心
穏
や
か
に
と
願
っ
て
い
る
。

実
は
私
は
10
年
前
に
出
家
し
、
今
は
富

山
の
田
園
地
域
に
あ
る
寺
「
梅
香
寺
」
の

住
職
を
し
て
い
る
。　
　

家
族
は
神
奈
川
県
に
お
り
、
出
家
す
る

ま
で
鍼
灸
専
門
学
校
で
講
師
を
し
て
い

た
。
そ
の
後
、
駒
澤
大
学
に
社
会
人
入
学

を
し
大
学
院
に
進
み
、
博
士
後
期
課
程
を

卒
業
。
仏
教
学
の
博
士
号
を
取
得
し
て
駒

澤
大
学
の
非
常
勤
講
師
に
な
っ
た
。
家
庭

と
仕
事
、
ま
た
研
究
等
々
は
順
調
で
、
経

済
的
に
も
申
し
分
な
か
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
縁
あ
っ
て
住
職
に
な
っ
た

梅
香
寺
は
小
さ
な
尼
寺
で
檀
家
が
な
く
、

収
入
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
時
々
、
頼
ま
れ

て
お
経
を
読
み
に
伺
い
お
布
施
を
い
た
だ

く
。
月
に
３
万
円
ほ
ど
が
収
入
で
、
そ
の

北
か
ら
南
か
ら
（
支
部
報
か
ら
の
再
掲
）

大
学
附
属
図
書
館
掲
示
板
で
紹
介
さ

れ
た
卒
業
生
の
著
作

①
安
岡
定
子
（
53
文
）
著　
『
渋
沢
栄
一

と
安
岡
正
篤
で
読
み
解
く
語
る
論
語
』

（
ブ
レ
ジ
デ
ン
ト
社
）

②
大
黒
み
ほ
（
58
文
）
再
話　
『
さ

る
じ
ぞ
う
』（
あ
す
な
ろ
書
房
）

③
七
沢
ゆ
き
の
（
72
文
）
著　
『
江

戸
の
花
魁
と
入
れ
替
わ
っ
た
の

で
花
街
の
頂
点
を
目
指
し
て
み

る
・
二
』（
富
士
見
Ｌ
文
庫
）

④
深
澤
賢
治
（
37
文
）
著　
『
陽
明

学
の
す
す
め
Ⅷ　

人
間
学
講
和

　

中
江
藤
樹
』（
明
徳
出
版
社
）

⑤
阿
部
誠
文
（
36
文　

文
修
３
）

著　
『
釈
考
「
源
氏
物
語
」
全
短

歌
第
1
巻
』（
花
書
院
）

中
か
ら
生
活
費
や
光
熱
費
を
引
い
た
ら
何

も
残
ら
な
い
。

夏
は
い
た
だ
き
も
の
の
茄
子
・
胡
瓜
・

ト
マ
ト
。
冬
は
大
根
・
白
菜
。
こ
れ
が
夏

冬
永
遠
と
続
く
。
お
金
が
な
い
か
ら
買
い

物
を
し
な
い
。
い
た
だ
き
も
の
だ
け
と
い

う
生
活
に
な
っ
た
。

先
日
、
坐
禅
を
し
て
い
た
ら
、
ふ
と
、

こ
ん
な
こ
と
を
思
っ
て
一
人
ほ
く
そ
笑
ん

で
し
ま
っ
た
。

「
明
珠
」
ね
え
。

あ
の
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
く
れ
た
茄
子
の
こ

と
か
な
。

（『
松
苓
会
神
奈
川
県
支
部
報
』
第
41
号
よ

り
）

⑥
辰
巳
正
明
（
36
文　

文
修
３
）
著　
『
懐

風
藻
全
注
釈　

新
訂
増
補
版
』（
花
鳥

社
）

①②

③

④

⑤
⑥
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創
縁
祭
２
０
２
１
を
終
え
て

平
野
由
佳

昨
年
10
月
31
日
と
11
月
1
日
の
２
日
間

に
わ
た
り
、
創
縁
祭
を
開
催
い
た
し
ま
し

た
。
今
回
の
創
縁
祭
は
「
学
校
で
結
ば
れ

る
縁
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
し
て
結
ば
れ

る
縁
、
様
々
な
縁
が
巡
り
巡
っ
て
多
く
の

人
に
良
い
縁
が
結
ば
れ
る
創
縁
祭
に
」
と

い
う
コ
ン
セ
プ
ト
で
「
巡
縁
」
を
テ
ー
マ

に
掲
げ
ま

し
た
。
何

事
も
リ
モ

ー
ト
、
オ

ン
ラ
イ
ン

と
言
わ
れ

る
よ
う
に

な
っ
た
昨

今
、
希
薄

に
な
り
が

ち
な
縁
に

焦
点
を
当

て
た
創
縁

学
生
会
員
だ
よ
り

祭
と
な
り

ま
し
た
。

新
型
コ

ロ
ナ
ウ
ィ

ル
ス
の
感

染
状
況
を

見
な
が

ら
、
時
間

の
許
す
限

り
検
討
し

対
策
も
し

て
き
ま
し

た
が
、
大
学
に
来
場
し
て
い
た
だ
く
こ
と

は
叶
わ
ず
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
開
催
と
な

り
ま
し
た
。
対
面
で
開
催
し
た
か
っ
た
、

来
場
し
て
い
た
だ
き
た
か
っ
た
と
い
う
悔

い
が
な
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ど

う
に
か
対
面
で
の
開
催
が
で
き
る
道
は
な

い
だ
ろ
う
か
、
安
全
に
感
染
者
を
出
さ
ず

に
運
営
す
る
た
め
に
何
が
で
き
る
の
か
と

考
え
た
時
間
や
内
容
は
今
後
の
イ
ベ
ン
ト

運
営
に
生
か
す
こ
と
が
で
き
る
と
、
前
向

き
な
思
い
で
い
ま
す
。

参
加
し
て
く
だ
さ
っ
た
団
体
の
皆
さ
ん

も
我
々
も
、
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
に
し
か
な

い
苦
労
を
重
ね
た
だ
け
で
な
く
、
対
面
で

行
う
場
合
の
準
備
も
同
時
に
行
う
な
ど
、

今
ま
で
に
な
い
課
題
が
あ
り
ま
し
た
が
、

大
き
な
問
題
が
な
く
終
え
ら
れ
た
と
思
い

ま
す
。
２
０
２
０
年
は
こ
の
時
期
に
創
縁

祭
で
は
な
く
新
入
生
歓
迎
式
典
を
開
催
し

て
い
た
た
め
、
創
縁
祭
と
し
て
は
2
年
ぶ

り
の
開
催
と
な
っ
た
上
に
今
ま
で
と
は
違

う
開
催
方
法
で
し
た
が
、
成
功
を
収
め
る

こ
と
が
で
き
た
と
い
う
の
は
大
き
な
収
穫

今
後
の
学
生
会
に
つ
い
て

学
生
会
長　

水
口
愛
子

こ
ん
に
ち
は
。

昨
年
に
引
き
続
き

学
生
会
執
行
委
員

会 
会
長
を
務
め

さ
せ
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
、
文
学
部
国
文
学
科
２
年
の

水
口
愛
子
と
申
し
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

に
よ
り
、
新
入
生
歓
迎
式
典
や
創
縁
祭
は

本
学
初
の
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
と
な
り
ま
し

た
。「
オ
ン
ラ
イ
ン
で
新
入
生
歓
迎
式
典

や
創
縁
祭
を
行
う
」
と
い
う
難
題
に
私
た

ち
は
何
回
も
話
し
合
い
を
行
い
、
試
行
錯

誤
し
な
が
ら
開
催
に
向
け
て
準
備
を
進
め

て
ま
い
り
ま
し
た
。

当
日
、
急
な
ア
ク
シ
デ
ン
ト
等
に
対
応

し
て
く
れ
た
役
員
た
ち
の
お
か
げ
で
、
新

入
生
歓
迎
式
典
や
創
縁
祭
の
オ
ン
ラ
イ
ン

開
催
を
無
事
に
終
わ
ら
せ
る
こ
と
が
で
き

た
と
思
い
ま
す
。こ
の
場
を
お
借
り
し
て
、

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
昨
年
、
新
入
生
歓
迎
式
典
や
九
段

祭
Ｐ
Ｏ
Ｐ
、
創
縁
祭
に
関
与
し
て
い
た
だ

い
た
皆
様
に
心
よ
り
お
礼
を
申
し
上
げ
た

い
と
思
い
ま
す
。

今
年
は
私
た
ち
2
年
生
が
学
生
会
の
最

高
学
年
と
な
り
、
新
入
生
歓
迎
式
典
や
九

段
祭
Ｐ
Ｏ
Ｐ
、創
縁
祭
を
行
う
予
定
で
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
状
況
に
よ

り
対
面
で
の
開
催
が
可
能
か
、
昨
年
に
引

き
続
き
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
に
な
る
か
現
段

階
で
は
ま
だ
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
私
た
ち

学
生
会
執
行
委
員
会
役
員
一
同
、
対
面
で

の
開
催
を
強
く
希
望
し
て
お
り
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
、
今

ま
で
の
新
入
生
歓
迎
式
典
や
創
縁
祭
を
再

現
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
思
い
ま
す
。
し

か
し
、
私
た
ち
は
そ
の
こ
と
を
マ
イ
ナ
ス

に
捉
え
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
、
自
分
た
ち
の

手
で
新
し
い『
新
入
生
歓
迎
式
典
』や『
九

段
祭
Ｐ
Ｏ
Ｐ
』、『
創
縁
祭
』
を
作
っ
て
い

け
る
こ
と
に
期
待
を
膨
ら
ま
せ
て
お
り
ま

す
。
今
年
の
学
生
会
が
運
営
す
る
行
事
へ

の
ご
理
解
と
ご
協
力
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

1
月
に
3
年
生
が
引
退
し
、
私
た
ち
2

年
生
が
学
生
会
執
行
委
員
会
の
最
高
学
年

と
な
り
ま
し
た
。
至
ら
ぬ
点
も
多
々
あ
る

と
思
い
ま
す
が
、
今
後
の
学
生
会
の
運
営

等
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
、
何
卒
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
文
学
部
国
文
学
科　

２
年
）
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ま
で
行
き
、

小
学
1
～

6
年
生
に

読
書
感
想

文
の
書
き

方
を
教
え

る
活
動
で

す
。
合
宿

で
は
、
1

～
3
年
生

全
員
が
一

人
1
回
模

擬
授
業
を

行
い
、
実

際
に
大
学

の
先
生
方
が
お
越
し
く
だ
さ
り
、
講
評
い

た
だ
き
ま
し
た
。
空
い
た
時
間
で
球
技
大

会
を
サ
ー
ク
ル
の
メ
ン
バ
ー
全
員
で
行

い
、
チ
ー
ム
対
抗
で
戦
っ
た
り
、
夜
に
は

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
行
っ
た
り
も
し
て
い
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
夏
合
宿
で
は
2
泊

3
日
の
日
程
を
通
し
て
通
常
の
活
動
よ
り

も
さ
ら
に
多
く
の
時
間
を
使
用
し
て
実
践

活
動
の
他
に
、
部
員
同
士
の
仲
を
深
め
る

こ
と
の
で
き
る
活
動
を
行
い
ま
す
。

夏
と
同
じ
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
流

行
前
に
、
秋
の
活
動
は
、
学
園
祭
へ
の
模

擬
店
の
出
店
を
し
ま
す
。
模
擬
店
で
は
、

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
を
売
り
ま
し
た
。
焼
い

て
売
る
だ
け
で
な
く
、
準
備
日
に
は
、
皆

で
呼
び
込
み
の
ポ
ス
タ
ー
や
看
板
作
り
な

国
語
教
育
研
究
会

　

神
戸
ひ
こ

私
た
ち
国
語
教
育
研
究
会
は
現
在
4
年

生
9
名
、
3
年
生
5
名
、
2
年
生
6
名
、

1
年
生
5
名
の
計
25
名
で
小
・
中
・
高
（
主

に
中
・
高
）
の
教
員
に
な
る
た
め
に
、
模

擬
授
業
な
ど
の
活
動
を
週
に
2
日
行
っ
て

い
る
サ
ー
ク
ル
で
す
。主
な
活
動
内
容
は
、

前
述
し
た
通
り
模
擬
授
業
で
す
が
、
模
擬

授
業
を
行
う
為
に
必
要
な
指
導
案
の
作
成

等
も
行
っ
て
い
ま
す
。
指
導
案
の
作
成
が

わ
か
ら
な
い
方
で
も
先
輩
が
一
か
ら
丁
寧

に
説
明
を
し
な
が
ら
作
成
を
し
て
い
く
た

め
、
安
心
し
て
活
動
を
行
う
事
が
出
来
ま

す
。通

常
活
動
の
他
に
夏
と
秋
に
行
わ
れ
る

主
な
活
動
と
し
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
流
行
前
は
夏
に
、
合
宿
や
寺
子
屋
な

ど
を
実
施
し
て
い
ま
し
た
。
寺
子
屋
と

は
、
二
松
学
舎
大
学
附
属
柏
高
等
学
校

劇
団
こ
ん
に
ち
は
シ
ア
タ
ー　

太
田
咲
輝

皆
様
、
こ
ん
に
シ
ア
！　

寒
い
日
が
続

き
ま
す
が
、
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う

か
。
私
た
ち
は
と
言
う
と
、
な
か
な
か
慌

し
く
も
活
気
あ
る
１
年
を
過
ご
し
て
お
り

ま
し
た
。
本
稿
で
は
、
そ
ん
な
１
年
間
の

活
動
内
容
に
つ
い
て
、
少
し
ば
か
り
お
話

し
さ
せ
て
頂
こ
う
と
思
い
ま
す
。

春
、
出
会
い
と
別
れ
の
季
節
。
と
、
よ

く
言
わ
れ
ま
す
が
、
こ
ん
シ
ア
に
は
な
ん

と
１
年
生
が
17
人
、
２
年
生
が
3
人
入
部

し
て
く
れ
ま
し
た
。
計
20
人
で
す
よ
！　

20
人
！

個
性
豊
か
な
新
入
部
員
を
迎
え
て
始
ま

っ
た
Ｐ
Ｏ
Ｐ
祭
は
『
シ
ア
ワ
セ
の
鏡
』
と

『
有
意
義
な
休
日
』
の
二
本
立
て
で
し
た
。

サ
ー
ク
ル
紹
介

シ
リ
ア
ス
な
展
開
の
作
品
と
、
ゴ
リ
ゴ
リ

の
コ
メ
デ
ィ
作
品
と
い
う
こ
と
で
、
幅
広

い
方
々
に
受
け
入
れ
て
頂
け
る
、
飽
き
な

い
公
演
に
な
っ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。
無

事
成
功
を
収
め
ら
れ
た
の
は
、
新
生
こ
ん

シ
ア
と
し
て
良
い
ス
タ
ー
ト
を
切
れ
た
と

言
え
る
で
し
ょ
う
。

夏
。
夏
と
言
え
ば
合
宿
！
！　

今
年
は

草
津
へ
…
…
行
け
ま
せ
ん
で
し
た
。
自
粛

で
す
。
そ
の
鬱
憤
を
晴
ら
す
が
如
く
始
ま

っ
た
の
は
、
創
縁
祭
公
演
『
割
れ
た
茶
碗

に
注
い
で
み
る
』
の
稽
古
で
し
た
。
Ｓ
Ｆ

コ
メ
デ
ィ
の
本
作
は
Ｐ
Ｏ
Ｐ
祭
と
違
い
、

上
級
生
も
加
わ
っ
た
熾
烈
な
オ
ー
デ
ィ
シ

ョ
ン
と
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
を
勝
ち
抜
い

た
役
者
た
ち
の
魅
力
的
な
演
技
と
、
ス
タ

ッ
フ
に
よ
る
手
の
込
ん
だ
衣
装
、
美
術
に

は
注
目
で
す
。（
Ｙｏｕ 

Ｔｕ
ｂｅ
で
見
ら
れ

ま
す
。）

そ
こ
か
ら
間
髪
入
れ
ず
に
冬
公
演
の
準

備
が
始
ま
り
ま
し
た
。
今
年
初
め
て
の
学

外
公
演
は
、
Ｐ
Ｏ
Ｐ
祭
と
同
じ
く
二
本
立

て
で
、『
ガ
ー
ル
ズ
バ
ー
狂
奔
劇
』
と
『
な

つ
ゆ
き
』
の
上
演
で
し
た
。
雰
囲
気
が
良

好
な
ま
ま
、
二
座
組
が
互
い
に
質
を
高
め

合
え
る
関
係
性
を
築
け
た
こ
と
は
、
部
員

の
絆
を
さ
ら
に
深
め
る
き
っ
か
け
に
な
っ

た
と
思
い
ま
す
。（
こ
れ
ま
た
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ

ｂ
ｅ
で
見
ら
れ
ま
す
。）

今
は
正
月
ボ
ケ
の
体
に
鞭
打
っ
て
、
差

し
迫
る
課
題
と
卒
業
公
演
（
３
月
12
・

13
日
に
上
演
予
定
！　

ぜ
ひ
お
楽
し
み

に
！
）
に
向
け
て
頑
張
っ
て
い
る
最
中
で

す
。
全
く
活
動
が
出
来
な
か
っ
た
昨
年
を

思
う
と
、
今
年
は
ど
ん
な
形
で
あ
れ
演
劇

で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
何
も
改
善
す
べ
き
点

が
見
つ
か
ら
な
い
ほ
ど
完
璧
だ
っ
た
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
改
善
で
き
る
点
は
あ

り
ま
す
し
、
何
よ
り
も
対
面
で
の
開
催
を

や
は
り
目
指
し
て
い
き
た
い
と
い
う
の
が

大
き
な
目
標
で
、
こ
れ
か
ら
ま
だ
ま
だ
努

力
が
必
要
か
と
思
い
ま
す
。

多
く
の
方
に
ご
覧
い
た
だ
き
、
楽
し
ん

で
い
た
だ
い
た
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
の
創
縁

祭
を
糧
に
、
今
後
の
イ
ベ
ン
ト
運
営
に
精

進
し
て
い
く
所
存
で
す
。
今
後
と
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

�

（
文
学
部
国
文
学
科　

２
年
）

ど
を
行
い
、
普
段
の
活
動
で
は
知
る
こ
と

の
で
き
な
い
部
員
の
新
た
な
一
面
な
ど
を

知
る
き
っ
か
け
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
例

年
10
月
下
旬
頃
に
教
育
実
習
報
告
会
が
行

わ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
国
語
教
育
研
究
会

の
4
年
生
の
方
々
が
部
員
限
定
で
教
育
実

習
を
終
え
て
学
ん
だ
こ
と
を
報
告
し
て
く

だ
さ
い
ま
す
。
こ
の
報
告
会
は
非
常
に
参

考
に
な
る
た
め
是
非
、
国
語
教
育
研
究
会

に
入
部
し
て
聴
く
事
を
お
す
す
め
し
ま

す
。こ

の
よ
う
に
、
国
語
教
育
研
究
会
は
、

教
員
を
目
指
し
て
い
る
方
は
も
ち
ろ
ん
免

許
だ
け
の
取
得
の
つ
も
り
だ
け
ど
、
実
習

に
不
安
が
あ
る
方
に
も
最
適
な
活
動
を
行

っ
て
い
る
サ
ー
ク
ル
で
す
。

�

（
文
学
部
国
文
学
科　

3
年
）
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表紙写真募集
募集対象者　二松学舎大学学部在学生
募集写真　　�年 2 回発行（9 月と 3 月）の松苓会報表

紙掲載写真
　　　　　　�会報表紙にふさわしいもの。ジャンル

は問いません。
募集期間　　�9 月発行号は 8 月末日、3 月号は 1 月末

日を締切日とします。
応募点数　　各号とも一人 1 点
応募方法　　�写真データ送信先メールアドレスに、件

名「松苓会報の表紙写真応募」と入力し、
応募者の氏名、学年、学科、連絡先（電

話番号）と写真の簡単な説明（撮影場所等を含む）
を明記し、「写真データ」を添えて送信してください。
＊応募写真は未発表のものに限ります。
＊応募写真は応募者本人のみに全ての権利（著作権

を含みます）があるオリジナル作品に限ります。
＊掲載写真撮影者には、記念品をお贈りします。
＊作品の選考・掲載に関する問い合わせは受け付け

ません。あらかじめご了承ください。
＊注意事項等詳細は、別途「募集要項」（学内メール

で通知）で確認してください。
＊送信先　E-mail  shourei@nishogakusha-u.ac.jp

　

学
生
の
活
躍

『
週
刊
読
書
人
』
に
書
評

２
０
１
９
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
「
書
評

キ
ャ
ン
パ
ス
」
が
今
年
度
も
行
わ
れ
、
本

学
学
生
7
人
の
書
評
が
『
週
刊
読
書
人
』

新
聞
に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

〇
『
週
刊
読
書
人
』
8
月
27
日
号　

福
留　

舞
さ
ん
（
国
文
学
科
2
年
）

山
田
明
著
『
キ
ャ
プ
テ
ン　

君
は
な
に

か
が
で
き
る
』

〇
同
9
月
3
日
号

東　

蒼
大
さ
ん
（
国
文
学
科
4
年
）

宇
佐
見
り
ん
著
『
推
し
、
燃
ゆ
』　

〇
同
9
月
10
日
号

中
野
愛
梨
沙
さ
ん
（
国
文
学
科
4
年
）

村
田
沙
耶
香
著
『
地
球
星
人
』

〇
同
9
月
17
日
号

大
澤
悠
乃
さ
ん
（
国
文
学
科
2
年
）

萩
原
慎
一
郎
著
『
歌
集　

滑
走
路
』

〇
同
10
月
15
日
号

横
山
史
奈
さ
ん
（
国
文
学
科
2
年
）

ソ
ン
・
ウ
ォ
ン
ピ
ョ
ン
著
『
ア
ー
モ
ン

ド
』

〇
同
10
月
22
日
号

瀬
戸
咲
良
さ
ん
（
国
文
学
科
1
年
）

葉
室
麟
著
『
蜩
ノ
記
』

〇
同
11
月
5
日
号

佐
藤
み
ゆ
さ
ん
（
国
文
学
科
3
年
）

寺
地
は
る
な
著
『
わ
た
し
の
良
い
子
』

が
出
来
る
こ
と
へ
の
喜
び
と
楽
し
さ
を
ひ

し
ひ
し
と
感
じ
る
一
年
で
し
た
。
大
勢
で

力
を
合
わ
せ
て
一
つ
の
も
の
を
創
作
す

る
。な
ん
て
素
晴
ら
し
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

し
か
し
演
劇
は
、
観
客
が
い
な
け
れ
ば
成

り
立
ち
ま
せ
ん
。
生
で
観
て
く
れ
る
方
々

の
前
で
、ま
た
公
演
が
で
き
ま
す
よ
う
に
、

心
か
ら
願
っ
て
い

ま
す
。

�

（
文
学
部
国
文
学

科　

3
年
）

改革する松苓会　募　集　松苓会本部応援団

本部業務のお手伝いをお願いします。
〈事務、会報づくり、各種イベントや活動等の業務〉

ボランティアで交通費は支給
同窓会活動に、興味・意欲のある方は、お問い合わせ下さい。

問合せ先：松苓会事務局　〒 102-8336　東京都千代田区三番町 6-16
　　　　　　　　 TEL　03-3261-7408／FAX　03-3261-8914／E-mail  shourei@nishogakusha-u.ac.jp
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　昨年夏の大会に３年ぶり４度目の出
場を果たした附属高校野球部は、3 月
18 日開幕の第 94 回選抜高等学校野球
大会に春夏連続で出場する。選抜大
会出場は 7 年ぶり 6 回目。昭和 57 年
の第 54 回大会では準優勝している。
　同校野球部は、昨年の秋季東京都
大会決勝で国学院久我山と対戦、惜
しくも 9 回逆転負けを喫するも準優
勝。その活躍ぶりが評価されて関東・東京地区
の 6 校目に選ばれての選抜出場。同校野球部の
選抜大会での活躍が期待されます。ご声援をお
願いします。
　松苓会では、昨夏同様、同校野球部の活躍を
支援するため、松苓会長が支援委員会のメンバー
に加わります。
　また、支援募金（1 口 5 千円。3 月 31 日まで受付）
にご協力くださる方は、次の方法でご寄付いた
だければ幸いです。なお、この寄付金は、二松
学舎教育研究振興資金として税制上の優遇措置
を受けることができます。

第 94回選抜高等学校野球大会

祝 センバツ出場　二松學舍大学附属高等学校
１．インターネットを利用した寄付
　スマートフォン等で、以下の URL または QR
コードを読み取りご寄付いただけます。
　画面上「インターネットによるお申込はこち
ら」をクリックしていただきお手続きしてくだ
さい。
【URL】
https://www.nishogakusha-u.ac.jp/houjin/fund/
index.html
【QRコード】

２．払込取扱票を利用した寄付
　払込取扱票のご利用によるご寄付をご希望の
方は、恐れ入りますが、一度松苓会本部までご
連絡ください。

松
苓
会
本
部
の
活
動
状
況

令
和
3
年
度
第
4
回
常
任
幹
事
会

日
時　

12
月
４
日
（
土
）
13
時
30
分

会
場　

大
学
九
段
３
号
館
３
０
７
１
教
室

参
加
者
14
人
（
内
リ
モ
ー
ト
出
席
３
人
）

議
題

1　

令
和
３
年
度
予
算
の
執
行
状
況

2　

松
苓
会
改
革
部
会
の
報
告
等

3　

松
苓
会
報
第
67
号
に
つ
い
て

4　

卒
業
記
念
品
・
入
学
記
念
品
に
つ
い
て

5　

附
属
高
校
野
球
部
の
甲
子
園
大
会
出

場
対
応
に
つ
い
て

報
告
事
項

1　

令
和
３
年
度
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

2　

支
部
活
動
・
母
校
支
援
活
動

3　

支
部
長
交
代

4　

そ
の
他

関
東
地
区
の
地
区
幹
事
交
代

　

令
和
４
年
２
月
10
日
付

　

新　

髙
栁　

薫
（
群
馬
県
支
部
長
）

　

前　

矢
澤
喜
成
（
東
京
都
支
部
長
）

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
登
録
に
向
け
て

現
在
、
松
苓
会
活
動
の
改
革
を
推
進
し

て
い
ま
す
が
、
中
で
も
会
議
や
連
絡
手
段

な
ど
の
デ
ジ
タ
ル
化
は
最
重
要
課
題
で

す
。
す
で
に
本
部
三
役
会
、
常
任
幹
事
会

は
リ
モ
ー
ト
化
し
、
各
支
部
へ
も
拡
大
す

る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
最
近
の

卒
業
生
に
は
、
入
学
時
に
大
学
か
ら
付
与

さ
れ
た
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
卒
業
後
も
連

絡
手
段
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
を
伝
え
て

い
ま
す
。
今
後
は
会
員
個
々
に
も
直
接
連

絡
が
で
き
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を
め

ざ
し
ま
す
。

第
90
期
同
期
会
結
成
説
明
会
開
催

令
和
４
年
２
月
25
日
（
金
）、
今
年
度

卒
業
生
対
象
の
説
明
会
を
リ
モ
ー
ト
対
応

で
開
催
し
た
。
参
加
者
は
30
人
（
内
学
生

22
人
）。

説
明
会
は
、
葊
田
松
苓
会
会
長
の
挨
拶

に
続
き
、
第
90
回
同
期
会
運
営
要
領
の
説

明
が
あ
り
、
了
承
の
後
、
今
日
の
参
加
者

が
幹
事
と
な
る
こ
と
を
確
認
し
、
意
見
交

換
し
た
。

同
期
会
運
営
要
領
の
概
要
は
次
の
と
お

り
。名

称
は
、
二
松
學
舍
松
苓
会
第
90
期
同

期
会
と
す
る
。
同
期
生
相
互
の
親
睦
・
連

携
を
図
り
、
母
校
二
松
學
舍
大
学
の
発
展

を
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

同
期
会
の
会
員
は
、
令
和
３
年
度

（
２
０
２
１
年
度
）
に
二
松
學
舍
大
学
文

学
部
及
び
国
際
政
治
経
済
学
部
を
卒
業
し

た
者
。
当
面
、
連
絡
事
務
所
を
母
校
内
の

二
松
學
舍
松
苓
会
本
部
に
置
く
。

運
営
は
、
同
期
会
幹
事
を
10
～
15
人
位

置
き
、
そ
の
中
か
ら
、
代
表
幹
事
、
副
代

表
幹
事
各
１
人
選
出
す
る
。
同
期
会
の
運

営
は
、
代
表
幹
事
、
副
代
表
幹
事
、
及
び

幹
事
に
よ
る
役
員
会
（
幹
事
会
）
を
以
て

行
う
。
役
員
会
は
、
原
則
と
し
て
年
１
回

以
上
開
催
す
る
。
幹
事
の
任
期
は
５
年
と

し
、
代
表
幹
事
、
副
代
表
幹
事
の
任
期
は

２
年
と
す
る
。
幹
事
は
、
会
員
の
動
向
を

把
握
し
、
松
苓
会
本
部
や
支
部
・
同
期
生

と
の
連
携
を
図
る
。

最
初
の
同
期
会
は
、
当
面
、
卒
業
５
年

後
（
令
和
９
年　

２
０
２
７
年
）
に
開
催

す
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
。
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表紙写真

　　　　　

編集後記

二松學舍
松苓会報

No.67

創　　刊　昭和 62 年 12 月 1 日
発　　行　令和 4 年 3 月 16 日
編　　集　二松學舍松苓会
住　　所　〒 102-8336
　　　　　東京都千代田区三番町 6-16
電　　話　03-3261-7408　FAX　03-3261-8914
振替口座　00180-5-160343（郵便局払込取扱票）
印　　刷　㈱サンセイ

　コロナ禍にかかわらず寄稿頂きありがとうございます。3
年目に入った自粛生活を真摯に受け止めて、社会と切り結
ぶことが求められています。編集子も先日「陽性」となり、
座敷牢ならぬ隔離療養を経験しました。家族のありがたみ
が身に染みました。
　今年は創立145周年。4月には文学部に歴史文化学科が
誕生します。
　新たな伝統を見守り、皆で支えていきたいものです。

www.nishogakusha-u.ac.jp
shourei@nishogakusha-u.ac.jp

　今号の表紙写真は、文学部2年の平野由佳さんの作品で
す。ご本人から、「2021年はほとんど登校できずに終わ
りましたが、今年は何とか登校して授業を受けることがで
き、大学周辺の四季折々の風景を楽しむことができました。
そんな喜びがこの写真から伝われば幸いです。」という、コ
メントをいただきました。

二松學舍大学（松苓会）
　ホームページ
　松苓会E-mail

「人材バンク」登録募集
あなたの力で、会員や大学を応援してください

会員（含学生）の求める機会に、会員の皆さまの智恵や技能を提供していただく事業を立ち上げました。登録をお願いします。

内　　容　　講義・講話・講演・指導などの講師　
　　　　　　ボランティアを基本とし、必要経費は主催者と相談により決定
登録方法　　１　松苓会事務局に、メールで「人材バンク登録票の送信」を請求
　　　　　　２　登録票と要項をデータで受け取る
　　　　　　３　登録票に入力してメール添付にて返送（実践例があれば添付）

登録申請・問い合わせ先　　松苓会事務局　〒102-8336　東京都千代田区三番町6-16
　　　　　　　　　　　　　TEL　03-3261-7408／FAX　03-3261-8914／E-mail  shourei@nishogakusha-u.ac.jp

寄
付
者
芳
名

　

令
和
３
年
２
月
１
日
か
ら
令
和
４
年
１

月
末
日
ま
で
に
ご
寄
付
い
た
だ
い
た
方
の

ご
芳
名
を
掲
載
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

　

た
く
さ
ん
の
方
の
ご
協
力
に
心
よ
り
感

謝
し
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

�

（
一
口
千
円
）

五
十
口

佐
々
木
正
清 

在
学
中

三
十
口

植
松　

永
雄　

31
文

重
田　

佳
子　

38
文

町
田　

哲
夫　

42
文

二
十
三
・
一
三
三
口

国
際
政
治
経
済
学
部

卒
業
生
有
志
一
同

二
十
口

佐
藤　
　

修　

41
文

奥
澤　

博
行　

51
文

十
口

小
田　

和
磨　

17
専

沖
山　

吉
和　

36
文

大
森　

智
子　

37
文

吉
野
惠
津
子　

37
文

深
澤　

賢
治　

37
文

小
林　

公
雄　

38
文

葊
田　

克
己　

38
文

髙
橋　

邦
夫　

39
文

伊
藤　

文
子　

39
文

持
丸　

す
い　

40
文

黒
沢　

敬
二　

41
文

三
浦　
　

基　

41
文

宮
下　

宗
樹　

43
文

飯
田
え
り
子　

43
文

鈴
木　

美
帆　

48
文

佐
賀　

敦
司　

49
文

青
山　

幸
雄　

49
文

長
澤　

悟
江　

50
文

中
野　

彰
子 

54
文
修

奥
澤　

博
行　

57
文

張　
　

明
輝 

５
文
博

沢
登　

幸
治　

67
政

薮
崎　

久
雄　

71
政

畑
野　

夏
未　

75
文

細
川　

直
吉　

76
文

髙
橋　

慎
一　

89
政

溝
口　

貞
彦　

�

名
誉
教
授

五
口

藤
田　

佳
應　

24
文

平
岡
才
二
郎　

26
文

久
保
田
尉
世　

35
文

山
本　

武
司　

37
文

小
林　

政
明　

39
文

桜
井
あ
け
み　

42
文

森　

留
美
子　

43
文

坂
本　

和
彦　

47
文

柴
田　

浩
二　

52
文

丸
山　
　

諭　

52
文

吉
永
亜
理
子　

52
文

畑　
　

映
子　

53
文

丸
山　
　

裕　

57
文

川
俣　
　

茂　

63
文

相
良　

恭
子　

69
文

神
戸　

高
弘　

75
文

雨
海　

洋
二　

77
政

牛
田
真
由
佳　

88
文

三
口

河
本　

冏
文　

26
文

中
村　

良
子　

44
文

小
林
由
里
子　

47
文

斉
藤　

賢
康　

49
文

田
辺　

俊
建　

50
文

黒
川　
　

淳　

60
文

渡
邉
美
由
紀　

70
文

星
野　

正
貴　

77
政

滝
口　

明
子　

77
文

行
木　

詞
子　

80
政

伊
藤　

千
晶　

88
文

二
口

須
藤　

侑
二　

17
専

Ｍ　
　
　

Ｎ　

38
文

吉
岡　

富
子　

38
文

堀
部　

忠
次　

40
文

清
水　
　

登　

42
文

数
見　
　

等　

43
文

中
村　

生
子　

44
文

荒
井　

俊
郎　

54
文

石
渡　

康
子　

55
文

中
沼
美
智
子　

57
文

福
田　

芳
正　

65
政

中
野　

博
之　

73
文

清
水　

広
介　

74
政

小
笠
原
圭
亮　

75
文

服
部　

泰
樹　

77
文

皆
川　

典
子　

80
文

一
口

長
野　

泰
雄　

38
文

本
間
祺
一
郎　

38
文

佐
藤　
　

寛　

38
文

岩
澤　

静
雄　

43
文

久
保　

榮
子　

46
文

久
保　

文
雄　

46
文

沢　
　

隆
彦　

51
文

斉
藤
ゆ
か
り　

51
文

岩
原　
　

伸　

52
文

小
熊　
　

隆　

53
文

關
谷　

庸
子　

56
文

吹
原　

礼
憲　

63
文

渡
辺　

大
雄　

65
文

宮
本
美
恵
子　

68
文

中
本　

雄
希　

79
文

近
藤　
　

桂　

87
政

内
桶　

朗
秀　

89
政

平
成
13
年
度
以
前
の
卒
業
生
の
方
へ

終
身
会
員
手
続
き
の
お
願
い

松
苓
会
の
運
営
資
金
は
、
ほ
と
ん
ど
が

終
身
会
員
の
会
費
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。

終
身
会
費
1
万
円
を
納
入
し
て
い
た
だ
く

と
終
身
会
員
に
な
り
、
会
報
の
毎
回
送
付

や
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
の
案
内
が
毎
年

届
く
よ
う
に
な
り
ま
す
。
終
身
会
員
の
手

続
き
を
と
ら
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。


